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お
と
し
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。
鎖国時代、幕府は外洋航海にたえうる大船の建造を禁じたばかりか、交易などのために海外に出かけることも許可しなかった。江戸
ぺ
ざ
い
ぶ
ね
時代の和船（「弁才船」ｌいわゆる千石船）は、日本沿岸を航行するとき、目で陸地をかくにんしながら進むのが一般的であった。
航海はたいてい順風を見はからって行なわれるのであるが、船体は堅牢にできておらず、ひとたび台風やあらしに遭うと、大きな舵
をうばわれ、帆柱を切断し、積荷の多くを海中にすて、あとはひたすら神仏の加護をねがうしかなかった。船頭や洲弁は空模様から天
候を判断する力量をそなえていても、航海器具や海図などをもたず、航海術にたいする知識は乏しかった。
江戸時代、諸国の物産を大量に江戸や大坂などに輸送する必要から、和船が用いられたのであるが、とくに冬期においてあらしに遭
遇し、航行の自由をうしない、漂流する船はあとをたたなかった。中には太平洋ちゅに吹き流され、遠く北米海岸に漂着するケース、
さらには黒潮に乗ってカムチャッヵやアリューシャン列島、千島列島のほうまで流される場合があった。
漂流者の多くは行くえ知れず、運よくどこかに漂着し、救助されたとしても、本国へ帰還できるのはまれであった。ほとんどが命を
本稿は、ｌ日本人がカムチャッヵ半島において、はじめてロシア語にふれたと考えられる元禄年間から明治初年ごろまで’
約百七十年間のロシア語との関わりの歴史について瞥見したものである。
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洋
学
史
ｌ
日
本
人
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ロ
シ
ア
語
宮
永
孝
150（１） 
ロ
シ
ア
本
国
で
生
ま
れ
た
コ
サ
ッ
ク
の
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
ア
ト
ラ
ソ
フ
（
？
’
一
七
二
）
は
、
後
年
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
の
発
見
者
も
し
く
は
征
服
者
と
し
て
知られた。かれは一六九五年に五十人長に昇進し、一六九七年にヤクーツクよりアナディルスク砦（ロシア東部、アナドゥイル川河口
（１） 
右
岸
）
に
派
遣
さ
れ
、
そ
一
」
の
隊
長
と
な
っ
た
。
ア
ト
ラ
ソ
フ
が
受
け
た
命
令
は
、
新
し
い
土
地
の
発
見
の
可
能
性
を
さ
ぐ
り
、
そ
の
土
地
を
ロ
シ
ア
に
隷
属
右岸）に派遣され、ァ
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
するのは、●も一
とも．あれ、》
本人の名前は、
デ
ン
ベ
イ
（２） 
ア
ト
ラ
ソ
フ
が
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
を
探
検
し
た
の
は
、
’
六
九
六
年
十
一
一
月
か
ら
一
六
九
九
年
に
か
け
て
で
あ
る
が
、
’
六
九
七
年
の
夏
、
南
部
の
イ
チ
（３） 
ポ
ロ
ネ
ニ
ク
ャ川の河畔に滞在していたとき、ナネ川においてカムチャダール人によって捕えられ、「ルサク人」といわれる「捕虜」の一」とを耳に
（４） 
はさみ、その者を連行させたのち、じぶんのふもとにとどめた。
そ
の
正
体
不
明
の
捕
虜
は
、
ア
ト
ラ
ソ
フ
や
コ
サ
ッ
ク
兵
た
ち
と
二
年
間
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
し
、
こ
の
間
に
ロ
シ
ア
語
を
少
し
ば
か
り
覚
え
た
。
ま
た
そ
の
（５） 
男は、アトーフソフに引き取られるまで、｜年ほど原住民のあいだで暮らしているうちに、その一一一一口葉をすこし覚えた。
ア
ト
ラ
ソ
フ
は
、
こ
の
捕
虜
と
会
っ
た
と
き
、
こ
の
者
は
ロ
シ
ア
人
で
は
な
い
、
と
直
感
し
、
コ
リ
ャ
ー
ク
人
の
通
訳
を
介
し
て
、
い
ろ
い
ろ
質
問
を
し
た
。
（６） 
その見知らぬ男の容貌は、ギリシャ人に似ていた。毛髪は黒色であり、体はほっそりＩしていた。あごにはうすいひげをたくわえていた。
（７） 
アトラソフは、はじめこの男が日本人であることがわからず、インド人とおもったようである。その者の国籍が日本である一」とが判明
と
い
っ
た
。
も
っ
と
あ
と
の
こ
と
で
あ
る
。
、
こ
の
日
本
人
は
、
コ
サ
ッ
ク
の
一
＊ 
（９） 
Ｓのごｓ輿怜）＆鳥伝兵衛？）
て
い
き
ゅ
う
（８） 
人
を
見
た
と
き
、
思
わ
ず
涕
泣
し
た
ら
し
い
。
は
じ
め
て
ロ
シ
ア
の
地
を
ふ
み
、
そ
こ
に
滞
在
し
た
｝
」
の
日
(2)１４９ 
日本洋学史
（、）
こ
の
漂
流
民
に
つ
い
て
は
、
日
本
側
の
記
録
は
皆
無
に
ち
か
／
、
、
ロ
シ
ア
側
に
わ
ず
か
な
が
ら
史
料
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
（ｕ） 
の
ち
に
デ
ン
ベ
イ
が
、
シ
ベ
リ
ア
役
所
（
局
）
で
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
生
ま
れ
は
大
坂
で
あ
り
、
父
の
名
は
デ
ィ
ァ
サ
□
旨
い
ｐ
と
い
い
、
製
造
品
ウ
ザ
カ
の
取
引
を
家
業
と
し
て
い
た
。
デ
ン
ベ
イ
は
お
な
じ
く
大
坂
の
商
店
主
マ
タ
ウ
ィ
ン
（
又
兵
衛
？
）
の
息
子
ア
ワ
ス
デ
ィ
ャ
伝
＆
自
切
＆
昏
県
淡
路
屋
？
）
に
仕
え
、
そ
の
者
の
番
頭
で
あ
っ
た
。
デ
ン
ベ
イ
は
、
大
坂
に
妻
と
二
人
の
子
供
が
い
た
。
一六九五年（虚報）の冬、デンベイは、アワスディャの使用人十五名とともに、一隻の帆船（エドヴニ［江戸船？］、長さ約三二メー
ウ
エ
ル
ス
ト
ト
ル
、
幅
と
高
さ
約
八
・
五
メ
ー
ト
ル
）
に
乗
り
組
み
、
大
坂
か
ら
七
百
露
里
の
距
離
に
あ
る
江
戸
に
む
か
っ
た
。
ど
ん
す
し
ゅ
す
（焔）
船
の
積
荷
は
、
米
・
酒
・
殿
子
（
糯
子
の
絹
織
物
）
・
木
綿
・
［
ロ
砂
糖
・
氷
砂
糖
・
檀
材
・
鉄
材
な
ど
か
ら
な
っ
て
い
た
。
デ
ン
ベ
イ
は
、
大
坂
を
出
港
し
た
と
き
、
他
の
回
船
三
十
隻
と
い
っ
し
ょ
で
あ
っ
た
が
、
船
団
は
航
海
ち
ゅ
う
大
風
に
遭
い
、
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
デ
ン
ベ
イ
の
船
は
、
僚
船
と
は
な
れ
、
西
風
に
あ
お
ら
れ
、
ど
ん
ど
ん
東
方
に
吹
き
流
さ
れ
て
行
っ
た
。
陸
影
は
と
っ
く
に
見
失
っ
て
い
た
。
大
坂
を
出
帆
〈畑）
した‐こき、一一ヵ月分の真水を積んでいた。が、それが尽きると、酒で米を炊き、それに砂糖などをふりかけて食べた。
や
が
て
デ
ン
ベ
イ
の
船
は
、
流
木
を
ひ
ろ
う
と
、
そ
れ
を
帆
橋
と
し
、
そ
れ
に
積
荷
の
殿
子
を
帆
と
し
て
、
ど
う
に
か
航
走
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
海
上
を
（側）
漂う｝」と一一十八週間、一七九六年（娠輯）の夏あたり、運よく〃クリールの地“（カムチャッヵ半島の南岸）に漂着した。
デ
ン
ベ
イ
の
一
行
が
漂
着
し
た
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
は
、
太
平
洋
に
突
出
し
、
東
の
ベ
ー
リ
ン
グ
海
と
西
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と
を
分
け
、
百
一
一
十
ほ
ど
の
火
山
と
温
泉
が
多
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
が
、
か
れ
ら
が
じ
っ
さ
い
た
ど
り
着
い
た
所
は
、
ど
の
あ
た
り
な
の
か
定
か
で
な
い
。
当
時
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
か
ら
貢
税
と
し
て
収
め
ら
れ
る
ク
ロ
テ
ン
（
黒
詔
）
は
、
ロ
シ
ア
政
府
の
高
価
な
輸
出
品
で
あ
り
、
そ
の
利
益
は
ば
く
大
で
あ
った。この半島は帝制ロシアにとって毛皮類の資源地であった。
（巧）
一行が漂着したのは、カムチャッカ半島の南岸とすれば、ロパットカ岬（北緯五一度一一分、東経一五六度四六分）か、ポリシャャ川
（崎）
の
南
方
オ
パ
ラ
川
の
河
口
あ
た
り
で
あ
ろ
う
（
Ｇ
・
Ｐ
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
の
説
）
。
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
の
海
岸
は
砂
１
と
小
石
か
ら
な
り
、
岬
の
う
え
に
は
雑
草
が
茂
の
南
方
オ
パ
ラ
川
の
河
口
あ
た
り
で
あ
ろ
う
（
（
り
、
起
伏
し
た
砂
丘
が
み
ら
れ
る
所
で
あ
っ
た
。
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
は
、
長
さ
が
千
二
百
キ
ロ
、
面
積
は
三
十
七
万
平
方
キ
ロ
で
あ
る
。
大
小
の
川
が
半
島
の
両
岸
か
ら
海
に
注
い
で
い
る
。
大
き
な
川
が
三
つ
148（３） 
あ
り
、
そ
れ
ら
は
お
そ
ら
く
、
デ
ン
ベ
イ
一
行
の
船
が
糊
行
し
た
の
は
、
ポ
リ
シ
ャ
ャ
川
で
あ
ろ
う
か
。
カムチャッカ半島を最初に発見したのは、ロシアの商人ウソーフの番頭によって組織された一隊であった。かれらは一八四八年
（趣琶コサックのデジュネフ、引率者のフョードル・アレクセーェフといっしょに航海に出たが、船は南のほうに流され、やがてカム
（卿）
チ
ャ
ッ
カ
川
の
沿
岸
に
漂
着
し
た
。
乗
組
員
は
、
好
戦
的
な
部
族
コ
リ
ャ
ー
ク
人
に
殺
さ
れ
た
。
や
が
て
デ
ン
ベ
イ
の
一
行
は
川
を
み
つ
け
、
そ
こ
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
進
ん
だ
。
し
か
し
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
ヵ
は
へ
と
へ
と
に
な
っ
て
い
る
漂
流
民
に
と
っ
て
、
安らぎの場ではなかった。かれらはたちまち弓矢やおのをもった二百名ほどのクリール人（カムチャダール人と千島アイヌ人との間に
生
ま
れ
た
種
族
）
の
襲
撃
を
う
け
、
船
中
の
積
荷
を
あ
た
え
、
か
ろ
う
じ
て
殺
害
を
ま
ぬ
が
れ
た
。
デ
ン
ベ
イ
は
、
現
住
民
に
襲
わ
れ
た
と
き
、
右
手
の
指
に
矢
が
当
っ
て
負
傷
し
た
。
大
坂
を
出
帆
し
た
と
き
、
乗
組
員
は
十
五
名
で
あ
っ
た
。
が
、
航
海
中
の大あらしにより、二名が行方不明となり、さらに一一名が失明し、上陸のさいにこの二名はクリール人によって殺された。
デ
ン
ベ
ィ
は
、
｜
力
月
ほ
ど
現
住
民
の
も
と
で
暮
ら
し
た
の
ち
、
ク
リ
ー
ル
人
に
連
れ
ら
れ
て
カ
ム
チ
ャ
ッ
ヵ
川
へ
連
れ
て
ゆ
か
れ
、
そ
の
支
流
の
ナ
ナ
川
（加）
のカムチャダール部落で暮らすようになり、ウラジ１、、、ル・アトラソフと出会うまで約一ヵ年をすごした。
（Ⅲ） 
千島列島やカムチャッヵ半島の原住民は、粗食であったようだ。かれらは魚獣の肉や百△ロ根など食用とした。魚を捕えると、それを
穴
蔵
の
な
か
に
投
げ
入
れ
、
そ
の
上
を
草
木
で
お
お
い
、
醗
酵
す
る
ま
で
ほ
っ
て
お
く
。
や
が
て
そ
れ
を
桶
に
移
す
と
、
そ
こ
へ
焼
け
石
を
入
れ
て
暖
め
、
さ
き
の
こ
らに茸のようなものを入れて飲む。それは一種の醗酵酒のようなものだが、デンベィたちにとって、とても飲める代物ではなかった。
デンベィたちは、木の根（百合根か）や草や魚などを食べて飢えをしのいだという。カムチャッカ半島の地勢は、だいたいが山地で
（旧）
である。 カァポ
ムヴリ
チアシ
ヤスヤ
ッカヤ
カ）|｜」112
111 
二
七
一
五
年
に
発
見
さ
れ
た
、
船
が
航
行
で
き
る
ほ
ど
の
大
き
な
川
）
（
北
西
か
ら
南
東
に
流
れ
、
ア
ヴ
ァ
ス
ヵ
湾
に
注
ぐ
が
、
カ
ヌ
ー
ま
た
は
小
型
の
船
し
か
通
れ
な
い
）
（
二
つ
の
支
流
を
も
つ
最
大
の
川
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
ヵ
湾
に
注
ぐ
、
二
百
マ
イ
ル
に
わ
た
っ
て
船
が
航
海
で
き
る
）
(4)１４７ 
日本洋学史
主
な
産
物
は
、
毛
皮
や
獣
皮
で
あ
り
、
同
地
』（理）
と
食
用
に
な
る
小
果
実
が
た
く
さ
ん
と
れ
た
。
あ
る
。
谷
や
な
だ
ら
か
に
起
伏
し
て
畦
よくあり、穀物は育たなかった。
しかし、デンベイは雪靴をはいて五日ほど歩くと、足を瞳らしてしまい、歩けなくなり、アナディルスク砦へもどらざるをえなくな
った。アトラソフは旅の途中で隊長ポストニコーフと会ったので、デンベィの足がなおったら、従者をつけてヤクーツクへ送るように
（別）
命じ、道中の路銀として赤狐を一二十五匹を托送した。これは「この捕虜が途中で荷ぞりを雇うときの支払い用」として与えられたもの
（窃）
であった。アトーフソフは一七○○年（禄泰年）にヤクーツクにもどったが、商人ドブルイニンの中国製品をつんだ船をツンゴゥスヵ川で
（邪）
略奪したので、しばらく投獄された。その後釈放されると、もとの地位に復帰した。ミューーフーの著書によると、当時のアトーフソフの
（邸）
１と坐のデＣＯ
この間にデンベイは、カムチャダール語（極北語の一種、カムチャッカ半島の一部で話される）をすこし解するようになった。かれ
はアトラソフと会ったとき、ロシア人の食事が清潔なことを知り、飢餓に陥らないために、かれらのところに行った。
アトラソフらロシア・コサックの一行は、デンベイを原住民から引き取ると、シベリアへ連れて行くことにした。一行はアナディル
スク砦にむかい、一六九九年（疵蕊年）七月二日そこに到着した。そののちアトラソフは、従者、国庫財産（毛皮貢税のこと）、デンベ
イら捕虜とともにヤクーツク（ロシア東部レナ川左岸に位置）にむかった。
Ｓ
．
Ｐ
．
ク
ラ
シ
ェ
ニ
ン
ニ
コ
フ
の
『
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
と
ク
リ
ル
諸
島
史
』
（
’
七
六
四
年
）
に
は
、
キャベツ、カブ、ダイコン、ビート、キウリ、ジャガイモなどが育てられるようになったのは、十九世紀のことか。カムチャッヵの
な産物は、毛皮や獣皮であり、同地にはクロテン、エゾイタチ、キツネなどが多く生息し、魚や猟獣が豊富であった。山や谷に行く
アトラソフが一」の旅からヤクーツクにもどったのは一七○○年七月二日のことだった。かれは救出してやった日本人をともなっていた。
谷やなだらかに起伏している高台が多く、山の斜面はすばらしい牧草地を形成していた。しかし、夏といえど霜が降りることが
146（５） 
（犯）
と
も
あ
れ
、
デ
ン
ベ
イ
は
コ
サ
ッ
ク
の
護
衛
と
と
も
に
ヤ
ク
ー
ツ
ク
よ
り
モ
ス
ク
ワ
へ
と
旅
立
っ
た
。
ロ
シ
ア
政
府
は
、
極
東
の
国
々
と
友
好
関
係
を
Ｊ
も
つ
ことに関心があったから、デンベィの送致にはとくくつの配慮をし、一七○｜年（続醍年）二月一日、シベリア庁はヤクーツク当局に
指令を発し、軍人（コサック）数名に「官金をもたせ、異国人一名を帯同して大至急モスクワへむかわせ、道中万遺漏なきよう、同道
（”） 
せるその異国人をたいせつにし、けっして衣食に不自由させる｝」とのないよう」命令した。モスクワに送り届けられたのは、一七○一
年（振醍年）十二月末のことであった。モスクワにいる間にデンベィは、アトラソフよりも地理に明るいシベリア庁の役人の尋問をうけ、
（釦）
そのときはじめてデンベイーの国籍が判明した。そのきっかけになったものは、ドイツ人が書いた挿絵入りの日本島についての書物（ヴ
ァレニウスの『日本誌』？）であり、それをデンベィに見せ、中味について尋ねたところ、まちがいないと証言したことから、日本人
デ
ン
ベ
イ
が
ロ
シ
ア
本
国
に
召
致
さ
れ
た
の
は
、
胆
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
大
帝
は
、
オ
ホ
ー
ッ
』
本
へ
の
航
路
の
発
見
も
念
頭
に
あ
っ
た
か
ら
、
し
ぜ
，
ア
ト
ラ
ソ
フ
の
報
告
に
よ
る
と
、
デ
ン
ベ
イ
は
み
雪
か
ど
う
か
ロ
シ
ア
当
局
に
は
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
階級は大佐、一七○六年まで獄中にあったようだ。く
れ
、
一
七
二
年
に
蜂
起
し
た
コ
サ
ッ
ク
の
手
で
殺
さ
れ
た
。
ア
レ
ニ
ウ
ス
の
だ
と
わ
か
っ
た
。
やがてデンベイは、ヤクーツクに到着した。当地の長官（知事）は、かれをモスクワに送致することにし、衣服（鹿皮と綿製）をあ
（”） 
たえたほか、道中の食費および靴代として約一一ルーブル支給した。
デンベイがロシア本国に召致されたのは、ピョートル一世（一六七二～’七二九、ロシア皇帝、在任一六八二～一七二五）の命によ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
大
帝
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
か
ら
太
平
洋
、
ア
メ
リ
カ
、
千
島
、
日
本
方
面
の
探
険
を
計
画
し
、
と
く
に
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
か
ら
日
本
へ
の
航
路
の
発
見
も
念
頭
に
あ
っ
た
か
ら
、
し
ぜ
ん
日
本
語
通
訳
を
養
成
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。
アトラソフの報告によると、デンベィはみずから「エンド人」（江戸人？）と称していた、というが、まだこの者がはたして日本人
そ
の
こ
ろ
デ
ン
ベ
ィ
は
、
ロ
シ
ア
語
の
語
い
が
ふ
え
て
お
り
、
簡
単
な
答
弁
は
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。
外
国
に
ひ
じ
ょ
う
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
ピ
ョ
ー
ト
（飢）
（躯）
ル｜世は、一七○一一年（振率年）｜月十九日、モスクワの東に位置するプレオブラジェンスコェ・セロｍＳ８寓厨意冒討。⑮のの』・村のプレ
（犯）
オブーフジェンスキー宮においてデンベイを引見し、長時間にわたって、日本および千島について質問した。
の
ち
ア
ト
ラ
ソ
フ
は
、
カ
ム
チ
ャ
ダ
ー
ル
人
の
叛
乱
を
鎮
め
る
た
め
に
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
に
派
遣
さ
(6)１４５ 
日本洋学史
一七一○年（鐘趣、デンベイは日本へ帰してほしいと述べた請願書を出した。けれどピョートルはその願いを容れなかった・もとも
とデンベィは、ロシア正教を強制されなかったが、やがて洗礼をうけ帰化することを命じられた。かくしてデンベイは帰国を断念し、
（師）
（犯）
洗礼をうけてガブリールの。ご畠』（ＯＳ風⑩』）と名のり、そのまま異郷において淋しい一生をおえた。
かれはどこで、いつ亡くなったものか明らかでない。おそらく、ペテルスブルクで亡くなったものと思われる。
ロシア政府は、日本語教師のデンベィが亡くなった場合、日本語教育に支障が生じるので、シベリア局は、ヤクーツクの長官に、こ
（羽）
んごカムチャッヵ海岸に漂着する日本人がおれば、ペーナルスブルクに送致するよう、命じた。
（い）
一七一○年（罎舜）四月、｜隻の日本の帆船がカムチャッカのアヴァチャ湾北方のガリギル湾に漂着した・生存した乗組員の．つち十名
「日本語学校」
がつくられ、デンベィはその初代の教員となった。この学校は、元老院の管轄に属していた。
（妬）
日本語教師としての待遇は軍曹なみであり、俸給は一日につき五カペークであった。
デンベィは、日本語を教えるしごとが終ったら、日本へ送り還してやる、といった約束をたのしみにし、職務に精励していたが、故
国に帰ることはできなかった。一七○七年（醒迩ロシア語をあるていど覚えたデンベイは、Ｍ．Ｐ・ガガーリン公の邸宅（トヴェルス
（鍋）
カヤ通、リ）に引きとられた。
一七○二年四月、勅命により、デンベィはシベリア局より砲兵局に送致されることになり、同局においてロシア語の学習がはじまっ
た。数年後の一七○五年（章愁十月十六日、ピョートル｜世は、Ｙ・Ｖ・ブリュス少将にデンベイのロシア語学習や日本語教育のよう
すについて調べるよう命じた。が、回答はなかったようである。
けれど一七○五年（義舜）十月二十八日の勅命により、ペテルスブルクに、ロシアで最初の、
同日、デンベイはロシア皇寺
えるよう言いつけられた。日“
しく、理知的であったという。
デンベィはロシア皇帝よりロシア語の学習を命じられ、それに習熟したら、何名かのロシア人の子弟に日本語の読み書きを教
（狐）
｜言いつけられた。日給は五カペークと定められた。なお、デンベイは船頭だけに日本語の読み書きができたし、人物は礼儀正
一七○七年醗迩
144（７） 
は
上
陸
し
た
が
、
か
れ
ら
は
ヵ
人
ｓ
サ
ッ
ク
）
に
よ
っ
て
救
Ｓ
．
Ｐ
．
ク
ラ
シ
ェ
ニ
ン
ニ
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
の
ポ
ブ
ロ
ウ
ォ
その間にわずかながらロシア語を覚えたが、ほ１〈畑）
通じず、知り得た情報はきわめてわずかであった。
日本人は、われわれの国はニド」といい、その附近には七つの国土が互いに近接していると語った。エド国は、カムチャッヵ岬
（すなわちロパットカ炉＆貝曹岬）の前方にあたるペンジンスコェ海（すなわちオホーツク海）の島にあり、われわれの国においても
ど
ん
す
し
ゅ
す
（帆）
またよその国にても、金銀が産出され、殿子（繍子の絹織物）、南京木綿、ふつう木綿などが織られている、とも塞胆った。
（相）
ウェルフネ・カムチャッカ駐在の収税吏は、かねてヤクーツク当局より、日本人送致の命をうけていたので、’七一一年（証瀧）四名
サニマめロミミロ（の。苫口と．
なる者をヤクーツクに送った。
イワン・コズイレヴスキーご目届さ墜忌房酋（は、一七一三年カムチャッヵ要塞の隊長ワシリー・コレソヴより千島探検の命をうけ
ると、ポリシャャ川で小型船をつくり、武器（青銅砲二門、火縄銃）弾薬その他の物質をつみ、水先案内と通訳とをかねた日本人捕虜
の日本人捕虜の中から、
コサックによって救けられたこの四名の日本人は、カムチャッヵ要塞に連れてゆかれ、そこで一年ほど暮らした。
そ
の
笥
に
わ
ず
か
な
が
ら
ロ
シ
ア
語
を
覚
え
た
が
、
ほ
と
ん
ど
進
歩
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
コ
サ
ッ
ク
は
日
本
人
に
あ
れ
こ
れ
尋
ね
た
が
、
（四月？）
ビ
ー
バ
ー
二日、日本のパーク型帆船が一隻、海狸（かいり、アヴァチャ湾）海岸に漂着した。五十名の部下を引きつれて討伐に出かけたチリコフは、
（枢）
現住民のとりこになっているロｕ本人を四名救出した。
かれらはカムチャダール人の襲撃をうけ、
によって救われた。
（のミミともいう、生誕地は蝦夷の松前？）
コフの『カムチャッカとクリル諸島史」（一七六四年）によると、コサックの隊長チリコフ弓冒忌呑ａは、
（机）
エ海岸の土着民を討伐したとき、四名の日本人を救出したとある。
四
名
が
死
亡
し
、
の
こ
り
六
名
は
捕
虜
と
な
っ
た
。
そ
の
後
こ
の
う
ち
の
四
名
は
ロ
シ
ア
こ
と
ば
が
よ
く
(8)１４３ 
日本洋学史
（弱）
十一一一年（一七一一八年）十一月にサッマ（現・鹿児島）
一月より翌年の六月にいたるまで七カ月間漂流した。
（別）
とある。首都の支配層や商人層らは、サニマから得られる情報によって、日本にたいする関心を強めた。
（別）
やがてサニマは、デンベィの助手となり、日本語を教えるようになった。のちロシア正教に帰依し、イワン局ご目といった洗礼名を
うけ、ロシア婦人と妻帯したらしい。ともあれ、サニマの末路については明らかでない。デンベイおよびサニマの死亡年月は不明であ
（蛇）
るが、播磨楢吉の研究によると、両人は一七一二九年（唾痙）にすでに死去していたものと推定されるという。もと順天堂大学教授の村山
七郎は、サーーマは「蝦夷地検分のため松前藩の人々とともに船ででかけ、漂流したと見られる。サニマ（一一一右衛門）は松前で生まれ、
（鋼）
松前のアイヌ語通詞であったという結論は誤胴リであるまいと思う」とのべている。
デンベィ、サーーマにつづいてカムチャッカに漂着したのは、十七名の日本人であった。
’七二九年（檸醒年）六月八日、カムチャッカのロパットカ岬とアヴァチャ湾との間の海岸に一隻の日本の帆船が流れついた・それは
（則）
「ワヵシマル」》『ロ呑口、＆ミミ（若潮九？）という薩摩の船であった。同船は、米・書物用紙・絹織物・錦織物・麻布などをつみ、享保
（弱）
十一一一年（一七一一八年）十一月にサッマ（現・鹿児島）を出帆し、大坂にむかった。が、同月八日ムロ風に遭遇し、洋中に吹き流され、十
（妬）
サナ（サニマのこと）をともなって、千鳥の最初の二島ｌシュムシュ島（占守）とパラムシル島（幌莚）あたり篝譲で調査した．
｜七一四年（唾瀧）、サーーマは同胞と別れ、ペテルスブルクへむかった。旅の途中、トポリスク（ロシア中部、チュメーー州南西部の河
（仰）
港の町）で、スウェーデンの著名な地図学者シュトラーレンベルグと会い、日本についての情報を提供Ｉしたらしい。
サーーマは同年、露都に着くのであるが、かれの送致は、いうまでもなく、ロシア人に日本語を教えさせるためであった。
（佃）
Ｇ・Ｐ・ミューーフーの『ロシア人による…への航海と発見』（一七六六年）には、
二人の日本人のうちサニマという者は、皇帝の命により、一七一四年ペテルスプルクに送られた。日本人はやがて質問に答えられるようにな
（い）
るまでロシア亟咽をじゅうぶんに教わった。
142（９） 
ゴンザは、この襲撃により腕に傷ついた十一歳の少年であり、航海術を学ぶために水先案内の父とともにワカシマルに便乗したもの
で
あ
っ
た
。
ソ
ー
ザ
は
、
水
中
か
ら
引
き
揚
げ
ら
れ
た
年
輩
者
（
商
人
の
手
代
）
で
あ
っ
た
。
シティンニコフは、日本人から奪った物品のすべてと二人の日本人捕虜をともなってウェルフネ・カムチャッカにむかい、そこに到
（髄）
着すると、掠奪ロ、の一部をもって役人を買収し、犯行をかくす一」とに努めたが、掠奪がのちに発覚し、罪科を問われた。
一七三一一一年（惇岬年）、新任の長官ノヴゴロドフがヤクーツクから着任すると新たな調査がはじまり、旧悪のすべてが露見した。シテ
（師）
イ
ン
ニ
コ
フ
と
か
っ
て
の
取
調
官
は
、
逮
捕
さ
れ
、
投
獄
の
の
ち
、
絞
首
刑
と
な
っ
た
。
（鉛）
これより先に、日本人漂流民の殺害と掠奪の事件は、洩れなくアナディルスク砦駐在のパヴルッッキーに報告され、一七一二｜年（檸窄年）
陸
上
で
の
生
活
を
は
じ
め
て
二
十
三
日
目
に
、
人
を
と
も
な
っ
て
や
っ
て
来
た
の
で
、
日
本
人
匹
友
好
的
に
遇
し
て
い
た
が
、
し
ば
ら
く
し
て
、
［
「
ワ
カ
シ
マ
ル
」
は
、
日
本
人
の
野
営
地
よ
り
積
荷
を
奪
っ
た
あ
げ
く
、
破
壊
し
て
し
ま
っ
た
。
それを目撃した日本人は、小舟にのって海に逃れようとしたが、シティンニコフの命を受けたカムチャダール人に追跡され、矢を射
られ、槍で刺され、あるいは刀（日本人から贈られたもの）で斬られ、あるいは水中に身を投じて溺死した。
生
き
残
っ
た
者
は
、
つ
ぎ
に
記
す
二
名
だ
け
で
あ
っ
た
。
でき、積荷の一部を陸』
て
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
生
き
残
っ
た
者
は
、
つ
ぎ
に
記
す
一
ゴ
ン
ザ
ニ
七
一
七
～
’
七
三
九
、
ソ
ー
ザ
（
一
六
九
六
～
一
七
三
六
、
舵や帆柱をうしなった船は、どこへ行くとも知れず、ただ洋上をただようしかなかった。幸いカムチャッカの沿岸に漂着することが
ウ
エ
ル
ス
ト
き、積荷の一部を陸に揚げ、数日天幕を張って起居していた。その間に海岸より五露里の地点に仮泊していた本船は、強風によっ
）めて一一十一一一日目に、コサック五十人長のアンドレイ・シティンニコフ』員忌（助貢曾員討８は、カムチャダール
」来たので、日本人は大いによろこび、救済を求めて数々の贈物をした。シティンニコフははじめのうち遭難者を
ぺしばらくして、日本人の本船を捜索発見すると、その貨物のすべてを掠奪しようと図った。
日本人の野営地より約三十露里はなれたところで漂っていた。シティンニコフらは、その船を発見すると、その
切目ロ惣左？）
●・蔚口権佐？）
(10）１４１ 
日本洋学史
（御）
一七一一一四年勅命により一一人は、幼年学校附の僧侶（修道司祭）のもとで、ギリシャ正教教義にしたがって教育をうけはじめた。そし
（舵）
て同年十月一一十［ロ、同校の礼拝堂において洗礼をうけると、それぞれつぎのように姓を改めた。
ゴンザ（十五歳）………［洗礼名〕デミァン・ポモルッセフロ菖冒苫思冒・『詠旦
ソーザ（二十八歳）……［洗礼名］コジマ・シュリッ」【・凰冒口吻＆員爵
ゴンザ、すなわちデミァンは、頭がよく、ロシア語を覚えるのが速かったため、さらに聖アレクサンドル・ネフスキー神学校におい
（田）
てロシア語文法を教わり、ついでコジマとと４℃に帝国学士院で学習を命じられた。
デミァンがロシア語の読み書きを習った聖アレクサンドル・ネフスキー神学校は、ネヴァ河畔の同名の修道院シ扁尻＆巨己・’四ｇｏ
寓目目８百丙閨口獣目．」一③首ミミ」く圏切ミミ。：②ミビ（「アレキサンドル・ネフスキー修道院」）のなかにあった。ベデイカーの
「ロシア』（一九一四年）によると、この修道院は堀と外壁によって囲まれ、広大な敷地内には十二の教会といくつかの礼拝堂があると
Ｐ
 
（“） 
ミーへ引き渡された。翌年、同アカデミーに、
いう。 一七三一年ゴンザとソーザは、ヤクーツク政庁の命により、ニージニ・カムチャックを経てアナディルスク砦へ護送され、そこから
（印）
ヤクーツクへ送られると、当地に五週間滞在した。さらにそ｝」からトポルスクに送られ、ここで四週間滞在し、その後モスクワのシベ
リア庁に送られた。モスクワには一週間滞在し、そのあとペテルスブルクに送致された。ペテルスプルクに到着したのは一七三四
年種辨年）のことであった。旅行中の費用は、すべて国庫より支弁され、その待遇もはなはだ厚かった。
七
ナ
ー
卜
ペテルスブルクに着いた両人は、元老院に引き渡された。やがて一一人は、元老院の上奏により、時の女帝アンナ・イヴァノヴナ（一
六九三～一七四○、’七一一一○～四○在位）の引見をうけた。女帝は祖国日本のことを尋ねたのち、侍従武官長Ａ・Ｉ・ウシャコフに命
（㈹）
じて一兀老院から日本人に衣服と金銭を支給させた。
同人は日本人をヤクーツクに送るよう命じた。
ペテルスブルクに送られて来たゴンザとソーザは、はじめ政府の建物のなかに保護され、ついで一七三五年金纒年）帝国科学アカデ
、
１
，
140（11） 
そ
の
所
在
地
は
、
ワ
シ
レ
ー
フ
ス
キ
ー
島
『
ロ
の
涛
己
‐
②
貫
旨
で
あ
り
、
ネ
ヴ
ァ
川
に
か
か
る
宮
殿
橋
（
ド
ヴ
ォ
ル
ッ
ォ
ー
ヴ
ィ
・
モ
ス
ト
ロ
己
。
「
時
・
鼠
二ｓ＆）をわたり、河岸を右手に行くと、旧「帝国公立図書館」があるが、そのとなりの建物である。ペョートル大帝によって帝国科
（氾）
〈閲）
学アカデミーの設立計画がたてられたのは一七一一四年であったらしく、その没後の一八一一八年に現在の建物が完成したという。
（Ⅶ） 
動
物
博
物
館
な
ど
が
入
っ
て
い
る
。
ア
ン
ド
レ
イ
・
フ
ェ
ネ
フ
崔
苫
＆
蔑
圏
田
吋
菖
⑮
己
（“） 
をはじめ、その他一一一名の学生に日本語を教えはじめ、かれらは終生この学校の生徒としてまっとうした。
（、）
日本語》一生は、現役兵とおなじ手当を給与され、日本語を真剣に学んだものには、ほうびが出、一七一二六年（｜職）には
（閉）
を
奨
励
す
る
目
的
で
、
学
生
一
名
に
つ
き
一
日
十
五
カ
ペ
ー
ク
支
給
さ
れ
る
》
」
と
に
な
っ
た
。
ゴンザとソーザは、「ワヵシマル」に、和書が取りのこされていた、と語ったので、政府はイルクーックに訓令を発し、
（的）
索
し
、
日
本
の
書
物
お
よ
び
日
本
語
で
書
か
れ
た
書
き
つ
け
を
至
急
露
都
に
送
付
す
る
よ
う
命
卜
）
た
。
ところで、ゴンザとソーザは、ペテルスブルクのいかなる建物で日本語を教授したのであろうか。日本語の教場があつ
「帝国科学アカデミー」（ン【目か三富昏臂ワ・言已：ロ』」〔自国ごａの○討曽８②）
が開設された。（加）
の本館の一室であったようだ。
図書館と博物館をかねている同アカデミーは、別名「クンストヵンマ１」（ドイツ語炭冒切静ロミョ＆といい、この中に図書室、ピ
ョトル大帝の人類学・民族学博物館、ピョートル大帝課、コイン保管庫、植物博物館、ピョトル大帝の地質学博物館、アジア博物館、
ゴ
ン
ザ
と
ソ
ー
ザ
は
、
兵
士
の
子
弟
（開）
ゴンザは、日本文字をよく知らなかったようだが、天才肌の少年でロシアをよく覚え、日本語の教え方４℃じょうずであったとされる。
「日本語学校」
ピ
ョ
ー
ト
ル
・
シ
ェ
ナ
ヌ
ィ
キ
ン
弔
貸
「
悪
§
§
爵
冒
（
’
七
六
一
年
五
月
、
死
去
）
フェネフ」苫＆蔑圏崗吋苫⑮己
日
本
語
の
教
場
が
あ
っ
た
の
は
、
こ
ま
、難
破
船
を
探
日
本
語
学
習
(12）１３９ 
日本洋学史
帝国科学アカデミーで、日本語を教えるようになった．コンザとソーザおよび日本語をまなぶロシア人子弟の監督の任にあったのは、
アンドレイ・イヴアノヴィッチ・ポグダーノフ隆貫§ご§・＆３口垣旨菖・己（’七○七～六六、当時、帝国科学アカデミーのロシア
（洞）
（だ）
図書管理人［司書補］、のちペーナルブルク大学附属図書館次長）であった。かれは「ソーザ、ゴンザ、ロシア人子弟を自分のところに
ひきとって自らロシア語をおしえ、また日本語学習を組織した」（「帝国科学アカデミー史料」第三巻、’七一一一六・五・一一五付）という。
ポグダーノフは、六種類の日本語の手引きを編輯した。それらは
この六書は、ロシア語で書かれ、
大学附属図書館に移されたらしい。
な
ど
で
あ
っ
た
。
（ザ）
これらの稿本の「序文」によると、「ゴンゾは十一歳の時にｐＨ本を離れたので殆んど日本の文字を知っていなかった。日本語は彼に
（汀）
とって支那語（漢字のことかｌ引用者）同様に非常に困難であった」ということである．
「簡略日本文法」（一七一一一八年）は、右側にロシア文法がポグダーノフによって、左側にそれに対応する薩摩方言文法がゴンザにょっ
（畑）
て書かれているという。この稿本は、昭和四十年当時、ネヴァ河畔のニコラィ一一世の叔父の旧邸宅内にある「アジア諸民族研究所」
（昭和三十年代は「東洋学研究所」と呼ばれた）の古文書部に保管されていた。
六五四三二
「露日語彙集」
「日本語会話入門」
「簡略日本文法」
「新スラブ日本語辞典」
「友好会話手本集」
。『ワーのロ具巨の
（一七三九年、チェコのヤン・アモス・コメンスキー［一五九二～’六七○］のラテン語教科書をポグダーノフ
（耐）
がロシア語に訳し、さらにそれを日本語に訳した’もの）
刊行されることなく、稿本のまま、「帝国科学アカデミー」の書庫に保管され、のちペテルブルグ
一七三九年
’七三六年
一七三八年
一七三六・九～一七三八・
七
三
六
年
一○まで
138（13） 
年は、 「帝国科学アカデミー」ではじまった日本語教育は、その緒についたばかりのとき、ソーザ（コジマ・シュリッ）がまず亡くなり、
その数年後にこんどはソーザ（デミアン・ポモルッセフ）が没した。両人はいずれも科学アカデミー勤務中に亡くなった。かれらの没
二人の埋葬地についてのくると、ソーザはアドミラルティスヵャ』＆ミミ冨詠呑巳冒区のウォズネセラャ司局＆§厨香ｓミロ寺院（「主の
（ね）
（
カ
リ
ン
カ
ナ
）
（抑）
昇天」の教会）に、ゴンザはカリンキナャ寺院にそれぞれ葬られたという》」とである。
デ
ス
マ
ス
ク
両人が亡くなったとき、ロシア側はろうをもって一一人の死面をつくったが、その製作者は彫刻家コンラド・オス、ネルであった。その
一一つの首像は、いま「科学アカデミー」のなかの「人種学・民族学博物館」に保存されているようだ。また死亡したソーザは、一七一一一
（別）
六年画家プルッヶルによって描かれたとい》っが、その絵はまだ発見されていない。
ペテルスブルクの日本語学校は、教師を一一人もうしなったが、生徒たちはポグダーノフ里填等のもとに堂習をつづけた。ピョートル・
シュナヌイキンとアンドレイ・フェネフの一一名の生徒は、一七四二年（亜辨）シパンベルル海軍少佐の第三回日本探検のときに通訳とし
て随行したが、艦隊は日本本土に寄らなかったので、学んだ日本語をじっさい用いる機会にめぐまれなかつ（趣・
ついでカムチャッカ半島にちかい、千島列島のオンネコタン島に漂着したのは、奥州南部（現。青森県下北郡）佐井村の竹内徳兵衛
ほか十六名がのった「多賀丸」であった。’七四四年（誕密十一月十四日、｜行の船は大豆や魚の〆糟などをつんで佐井の湊を出帆し、
である。
江戸にむかった。
が、途中で台風にあい、北方に流され、翌年の春オンネコタン島に漂着した。この島に着いたとき、生存者は十名であった。徳兵衛
の千二百積みの新造船に乗り組んでいた日本人全員の氏名は判然としないが、名前がわかるのは、つぎの十三名である。
佐
井
村
竹
内
徳
兵
衛
のちイルクーックで暮らし、同地で死亡。
ソーザ……一七一一一六年（一瓦鐘）
ゴンザ……一七三九年（｜評塗）
九月十八日（四十三歳）
十二月十五日（二十一歳）
(14）１３７ 
日本洋学史
（胴）
｜行十一二名は、カムチャッカに漂着すると、
に送致した。のちヤクーツクの当局は、このう
幻の②。意冒忌＆（七五郎または八兵衛）、スウィー（別）
郎））をペーナルスブルクの日本語学校に送った。
このうちのメリーーコフとレシェートニコフの両人は、一七五三年（菫轤）ペテルスブルクで死亡したという。
一七五三年（壷趨ロシア政府は、東部シベリア近海にある陸地、島喚を測量するために探検隊を組織するとともに、それまでペテル
スブルクにあった日本語学校をシベリア総督ミャトレフの管轄のもとに置くことにした・
翌一七五四年（鶴）六月七日、三名の日本人教師（二名は前年にペテルスブルクで死亡）ｌスウィニイン、パーノフ、子．‐ルヌ
奥
戸
村
佐
井
村
奥
戸
村
宮
古
浦
七五郎（八兵衛？）
磯
治
三之助（佐之肋？）
久
助
利助（？）
庄
右
衛
門
利久伊長
八太兵作、郎郎衛
（八）
長
松
勝
右
衛
門
フィリップ・トラペズニコフと改名。
ワシリイ・パーノフと改名。
ピョートル・チョールヌイと改名。
マトヴェィ。ポポフ・グリゴリェフと改名し、カムチャッカのポリシェレック付に残る。ロシアの日本語通訳
ピョドロの妹を妻とした。一七四七年に死亡。
アンドレイ・レシェートーーコフと改名。
フォーマ・メリーーコフ（？）と改名。
イ
ワ
ン
・
タ
タ
ー
リ
ノ
フ
と
改
名
。
イ
ワ
ン
。
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
と
改
名
。
パーヴェルと改名。
スゥィーーインと改名。
グリゴリィ・スヴィーーンと改名し、イルクーックで暮らす。
ソると、同地の徴税吏は、かれらに洗礼をほどこし、ロシアに帰化させ、うち九名をヤクーツク
このうちの四名だけを残し、他の五名（メリニコフニミ（員曹己（磯治）、レシェートニコフ
スゥィニィンのｇ冒嘗（庄右衛門）、パーノフ思苫＆（伊兵衛）、チョールヌイ＆ミョミ（久太
136（15） 
イらは、それまで日本語を勉強していた、
ヤクーツクに残された四名の漂流民は、一七一
移った三名は年俸百五十ルーブルを給せられた。
らとともに、イルクーック（東シベリアの中心的な町、イルクート川とアンガラ川の合流点に位置）に到着した。
同月、イルクーックに「航海学校」（ザモルスカャ通り、後代の「中央国民学校」）が開設されたとき、一行は同校生徒らといっしょ
（閉）
に校舎に収容された。新たに「日本麺函学校」を開くにさいして、その校長は航海学校長が兼ねることになった。
ヤクーツクに残された四名の漂流民は、一七五四年一月九日付で通訳官に任じられ、中尉相当の待遇をうけた。またイルクーックに
スウィニイン（ペテルスプルクから当地に移った者、一七六三年一月没）
タタリーノフ（ヤクーツクに残った者、一七六五年八月役）
’七六七年（醐趣には、教師五名、生徒八名にまで減少した。その後、イルク１ツクの日本語学校はますます衰微して行った。
（妬）
漂流民上がりのにわか日本語教師はみな亡くなり、生徒‐もわずか一一一名となり、上級者のトゥゴルコフが教鞭をとっていた。同人は、
竹内徳兵衛一行の久太郎より、十一一歳から十五歳まで三ヵ年間日本語をまなんだ者である。
し
ろ
こ
一七八九年（邇鐘）一一月、新たに日本人漂流民がイルクーックにやってきた。伊勢の白子村の百姓彦兵衛の持船「神昌丸」の船頭光太
夫以下十七名が、紀州藩の回米をつんで白子浦を出帆し、江戸にむかったのは天明一一年（一七八一一）十二月十一一一日のことであった。が、
し
け
やがて時化にあい、舵を折られ漂流し、翌年の七月、アリューシャン列島中の一小島「アムチトヵ」（長さ約十五マイル、横の長さ約
そ
の
後
、
生
徒
や
教
師
の
な
か
か
ら
死
亡
者
が
続
出
｛
漂流民教師のうち、つぎの二人も死亡した。
や
が
て
時
化
に
あ
い
、
舵
一
五マイル）に漂着した。
一七五九年（權邇、航海学校の生徒六名が日本語学校に転学し、’七六○年（催癩）には、日本語教師十名、生徒十五名にまでなった。
し後、生徒や教師のなかから死亡者が続出するようになった。
ピ
ョ
１
ト
ル
・
シ
ェ
ナ
ヌ
イ
キ
ン
ア
ン
ド
レ
イ
・
フ
チ
ネ
フ
(16）１３５ 
日本洋学史
イルクーックに残った水夫の新蔵（伊勢国若松村百姓）と庄蔵（生国は新蔵とおなじ）は、両人とも凍傷にかかっており、両足を切
断し義足を用いていたらしい。二人は一生不具となったためか、帰国の望みをすて、ロシアにとどまることに決した。
ロシアに帰化することにした両名は、つぎのように改名した。
新蔵……［洗礼名］ニコラィ・コロッィギンミ宮冒『【。』・冒碕冒
庄蔵……［洗礼名］ヒョードル。シトニコフ評旦３ｍ§爵旦
新蔵は当時、四十二、一一一歳であったようで、ロシア女性（名はマシウェャノ・ムシヘイオナ）をもらいのち二男一女をもうけた。が、
妻が病死したので、後添い（名はカチリナ・エキムフモオナ）をもらった。息子のひとりは一七九九年窺赦年）に日本語学校の生徒と
なり、銀五十枚を袷せられた。
庄蔵ははじめ新蔵宅でやっかいになっていた。けれど一七九六年（唖趣十一月、仙台漂流民五名がイルクーックにやって来たのを機
に家を出ると、かれらといっしょに暮らし、その世話をうけながら死んでいった。かれは在露中、妻帯しなかったようである。
ともあれ、一七九一年（聿趣九月、新蔵と庄蔵は正式に日本語学校（当時は、小学校内に併置されていた）の教師に任命され、イル
クーック知事の命令で、中学生一一一名と本国から送られてきた神学生一一一名が、かれらの生徒となった。待遇は小学校教師とおなじであり、
許
可
を
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
その後、生存者は、ロシア人によって救出され、カムチャッカ、オホーツク、ヤクーツクをへてイルクーックにやって来たときは、
十七名いた仲間は六名になっていた。郷里の伊勢を出てから数えて六年余りのちのことである。光太夫らはイルクーックの町に入ると、
蹄鉄屋や馬丁たちが集まり住むウシャコフカ【庁＆§。ｇ宵地区（ウシャコフカ川がアンガラ川に注ぐ地帯）のロシア人の蹄鉄エウォ
ルコフの家にやっかいになり、のち航海学校内に付設されている日本語学校に寄寓した。
光太夫はロシア政府から帰化するよう勧められるが、帰国許可を請願のため、新蔵と磯吉をともない、エリク・ラックスマン（フィ
ンランド人、ペテルスブルク大学の学術通信員、イルクーックで東部シベリアの動植物・鉱物・地質研究に従事）の案内をえて、ペテ
ルスプルクにむかった。露都において光太夫は、エカテリナニ世（’七二六～九六、一七六一一～九六在位）の謁見をうけ、のち帰国の
134（17） 
（
師
）
ボ
ー
散
ロ
ー
チ
ク
年に銀百枚の給金をＪもらった。のち少尉に相当する宮に進み、薪・ローソクなども支給された。（閉）
ロシア宮廷の顧問官であったＧ・Ｈ・フォン・ラングスドルフの『航海と旅行…』（’八一一一一年）に、新蔵のことが出てくる。
新蔵は、イルクーック滞在ちゅうの一八○五年（聿靴）の初冬、ドイツの東洋生者ハィンリッヒ・ユリゥス・クラップロート（一七四
三～’八一七）と会い、同人から日本語についてたびたび質問をうけた。クラップロートはロシアに招聰され、ロシア学士院に身をお
いていたが、この年日本語学校の教師として着任するためイルクーックにやってきた。
は
や
し
し
へ
い
かれはこの町に滞在ちゅうに、林子平（江戸後期の経世家、’七一一一八～九一一一）の『一一一国通覧図説』（日本・蝦夷・小笠原諸島・琉球
などに関する解説書）を手に入れ、新蔵の協力を得て、一八一一一一一一年（華》）五月、パリで刊行した。すなわち、『三国通覧図説』ｍ§
否。ご宛冴○忌日苫へ。②⑩厨○量（ご囚冒へ髄ざｓ具（旨い白さ冴宛＆国置冒のＰ目日＆ミニ§『すべ碕冒巳胃包。§厨‐＆冒○厨己閂巨”・】・六一：８｛戸
勺且の勺回員８ｍ・司昌の。『一の。区目『目、］呉旨、句目ＱｏｍＯＨの呉国１国ご四目胃の］目○の。］。ご］・冒冨ロｑ自陣勺口『のｇ『ご》シ一一のＰ
み
り
》
」
新蔵はもともとが水夫であっただけに国語（日本語）の素養は乏しく、ひらがなだけはどうやら自在に読んだり、書いたりできたか
とおもえる。しかし、漢字の知識はきわめて貧弱であったようだ。
雄
ど
か
な
ば
か
で
七
壱
『北辺探事』には、「新蔵杯やう‐く１仮名書斗り出来候者にて」とか「先年松前にて相渡されし御書付（松平定信が遣日使節ラックス
て
ぎ
わ
こ
と
｝
」
と
マンに与えたかな．まじりの書簡）、新蔵手際にては悉く読みわけかね」とあるくだりは、よくかれの日本語の実力のほどを示している
勺四ユの勺ゴロ芹のＱｍｏＨ奇声の。『一の。曰｝目『ｐｐｍ］呉旨、
陣○三・口○○・〆〆酋閂［］の圏］がそれである。
ようだ。 十五名のうち、五名だけが帰国の道をえらび、のこりの者はじぶんの意志でイルクーックにもどった。そのうちの一人は、名をニコラゥス・コ
ロ
ッ
ィ
ン
言
８
置
場
【
・
』
・
暮
冒
と
い
う
が
、
い
ま
イ
ル
ク
ー
ッ
ク
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
日
本
語
の
教
授
を
つ
と
め
、
六
名
か
ら
八
名
の
生
徒
を
指
導
し
て
い
る
（
上
巻
、
二○八頁）。
(18）１３３ 
日本洋学史
ど
く
お
う
庄蔵は助教とＩして日本語を教えたようだが、光太夫の一行がロシアを去ってから、同郷の仲間である新蔵と不仲になり、独往の人生
をあゆんだ。新蔵は頭がよく、目先のきく人間であったが、人情に厚くはなかったらしい。また庄蔵はかねて梅毒にかかっており、イ
しかし、ロシア語のほうはかなり運用力があったようで、こみいった話し合いや役所に出す書類など、自由自在にものにしていたと
い
り
く
み
か
け
あ
い
そ
の
ほ
か
か
広
允
いう．「ォ。シャ言葉並よみ書きの事も、よく覚え候趣にて、入組候掛ヶ合事、又は官辺の願書、其外の書物等も、彼方（ロシアＩ
し
た
た
め
と
り
引用者）の事成ば、自在に認取（書くことｌ引用者〕候様子也」（『環海異聞』巻之二一）・
後年、新蔵は『日本および日本貿易について、または日本諸島最近の歴史的・地理的叙説』二八一七年ペテルスプルク刊）といっ
た七十ページ足らずの小冊子をロシア語で著わした。が、これは漂流民の著述としては驚嘆に値する出来事といわねばならない。
新蔵は、上級生のトゥゴルコフ（のち日本語通訳となる）とともに、仙台漂流民十四名（儀兵衛［儀平］、善六、辰蔵、左太夫、銀
三郎、茂次郎、左平、太十郎、津太夫、清蔵、巳之助、吉郎治、八一一一郎、民之助）らの世話をし、このうち帰国する者たちをペテルス
ブルクまで同行し、皇帝に褐し、クロンシュタットまで見送った。が、一八一○年（錘妙イルクーックにおいて、五十二歳を一期とし
て亡くなった。
クラップロートは「訳者による序文」、風司８§§§・符号の中で、新蔵から日本語の疑義について教示をうることができ、重宝
し
た
と
の
べ
て
い
る
。
この男はあまり教養がなかったけれど、その母国語に関するすべての点で、わたしには十分に役立った。しかし、かれは日本で最もよく使わ
れる漢字でさえも、ほとんど知らず、同じように発音される漢字に至っては、たびたび混用した（｜～二頁）。
……シベリアのイルクーック滞在中の一八○五年のこと、意味がはっきりしないくだりについて意見を求めたことがあった。相談相手となっ
たのは伊勢の国で生まれた、シンソゥ、昏８種という名の日本人であった。かれはロシア名をニコラス・コロッィギンミ８百【ｇｏ量恩冒と
いった。
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ひ
ざ
ルクーックに着いて十日ほどＩしてから、凍傷のために膝から下を切断せざるをえなくなった。
不具の身となり、いっそう帰国がおぼつかなくなると、帰国をあきらめた新蔵とともに教師となって再出発したが、なにかと新蔵に
たいして、ひがみやねたみを感じるようになり、ついに両人の関係は破綻するにいたったようだ。光太夫は帰国の途につくとき、入院
中の庄蔵を宿に呼びだし、悲憤な気持でさいごの別れを告げた。
このとき光太夫は、帰国のことをかくし、にわかにいとまごいを告げると、庄蔵は黙燃の体であった。死して別れるもおなじ道なれ
ば、お互いねんごろに離情をのべ、抱き合い、口を吸いあったのち、光太夫はいちもくさんに駆けだした。そのとき庄蔵は子供のよう
ば
、
お
互
い
ね
ん
ご
ろ
に
離
蜂
に声をあげて泣き叫んだ。
か
な
た
ら
ご
と
も
麓
し
ば
ら
く
「庄蔵は叶はい足にて立あがり、こけまフつび、大声をあげ、小児の如くなきさけび、悶へこがれける。道のほど暫のうちはその声耳
た
つ
ば
か
り
にのこりて、腸を断計におぼえける」（『北様聞略』巻之一二）。
のち、庄蔵は同胞に看取られながら、ひとり寂しく逝った。その没年、享年ともに明らかでない。
’八○五年（聿靴）、日本語学校は「イルクーック中学校」に合併され、’八一○年（越靴）には新蔵が亡くなったので、主として助手
（棚）
キセリョフ（オホーツクからイルクーックに送られて来た帰化漂流民、不詳）がｎ口本譜を教えることになった。
（卯）
ロシア政府から、「日本語学校」の閉鎖を命じられたシベリア総督兼枢密顧問官フォン・ペステルは、一八一六年（杖訓年）七月一一十
六日付で、その旨をイルクーック知事トレスキンに令達し、この年六十年以上もつづいたイルクーックの「日本語学校」はついに閉鎖
された。
閉鎖のうきめを見た理由としていくつか考えられる。ロシア人はいわば無教養な日本漂流民から日本語をまなんだのであるが、おそ
らくろくな教材や教育体系もないままに学習したために、教育の実をあげることができなかったからであろう。
はなはだしい例としては、「いろは」さえ怪しい生徒がいたようだし、日本語をロシア語に正確に訳すことができる生徒は皆無にち
かく、多年だらだらと学ぶだけで成果はあがらなかった。また生徒は年をとるにつれて、学習意欲がなえ、やがて日本語研究の継続を
（別）
拒絶するようになり、また新入生を募集しても、応募者はなかった。そのため廃校にいたったようだ。
(20）１３１ 
日本洋学史
と
な
っ
た
。
一七○五年（菫舜）十月、ペテルスブルクにおいてはじまった日本語教育は、一八一六年（絃訓年）七月にイルクーックにおいて終えん
をむかえるまで約一世紀以上つづいたわけであるが、この間に日本語を教えることに半生をささげた漂流民教師はおおぜいロシアの土
いったいどれだけの日本人教師が亡くなったものか、実体は明らかでないが、資料からひろうとつぎのようになる。
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み
ず
の
え
と
ら
・しＣｂこ
し
ん
し
よ
う
ま
る
天明一一年壬寅（一七八一一）十二月十一一一日、伊勢の国（一一一重県）の白子村百姓彦兵衛の持船「神昌丸」（千石積み）は、紀州藩の回
伍
ん
わ
ん
米・御瓦・木綿・薬種・紙・膳椀その他の□ｍ々を積みこみ、白子の港を出帆し、江戸にむかった。
（躯）
同船の乗組員（十七名）の出身地および氏名は、つぎのとおｍリである。
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"""〃
(22）１２９ 
日本洋学史
天明八年（一七八八）六月、光太夫ら六名（九名ちゅう一一一名は死亡）はオルレアンコフ少佐の部下ホケーウィチ大尉とその兵卒二名、
および十五名のロシア人らとニジニィ・カムチャッヵを発足し、チギルョ召（』（オホーツク海に面する戸数、百四、五十の小さな町）
と）から来た郡一
く
も
て
な
さ
れ
た
。
そして同年八月カムチャッヵ中東部のｌウスティ，カムチャッヵ〔冒さ…蔦に到着した．当時、ここは猟師たちのテント小
屋がいくつか見られるだけの寒村であった。やがて光太夫らは、一一ジニイ・カムチャッカ（政庁所在地、”聖ペテルと聖ポール”のこ
と）から来た郡官オルレャンコフから取調をうけたのち、一一ジニイ・カムチャッカ（戸数、八、九十ほどの町）に連れてゆかれ、手厚
の交易のために当地に来ていたロシア人ヤコフ・イー
七月カムチャッカをさしてアムチトカ島を出帆した。
船は同日の夜半ちかく駿河の沖にさしかかったが、このとき急に北風が吹きおこり、西風と互にもみ合うようになり、舵がへし折れ
てしまった。波浪はますます高くなり、明け方になると、帆柱を切り倒さねばならなくなった・
び
ょ
う
び
ょ
う
こうして神昌丸は、秒秒たる大海をただ風浪に身をまかせ、ただようしかなかった。翌天明一二年（一七八一一一）七月、船はアリューシ
ャン（アレゥト）列島の一小島アムチトヵに漂着した。光太夫らはこの小島で約四ヵ年すごし、その間に皮類（ラッコ、アザラシなど）
の交易のために当地に来ていたロシア人ヤコフ・イワーノウィチ・ニビジーモフに救われ、生き残った九名は、天明七年（一七八七）
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にむかった。
途中、川をさかのぼったのち上陸し、山路を越え、ふたたび川船にのると川をくだり、七月チギルに到着した。光太夫の一行はここ
で一カ月ほど滞在したのち、同年八月チギルを出帆し、対岸のオホーツク○悪・詠呑（戸数二百ほどの港町）にむかい、九月上旬に到
着。オホーツクの町は、砂州から成る小さな島のうえにあった。
光太夫らはこの町で十二日間滞在し、この間にシベリア横断に必要な品々をととのえた。かれらは郡官コープより路銀として銀貨
（光太夫は一一一十枚、他のものは二十五枚）を与えられ、その金で皮の衣服・帽子・手袋・靴などを求め、九月中旬オホーツクを出発し
一行は無人の荒野と原始林のなかを馬に乗って進んだが、手足がひえると馬をおりて歩き、ふたたび馬にのった。雪の夜は、木の枝
を敷き、その上に毛布を延べて寝るのだが、寒くてとても安眠できなかった。
十一月上旬、極北多寒の地ｌヤク「ツク（戸数、五、六百ほど）に着いた．当地はシベリアでも最も寒いところとされ、あまりの
寒さに身が震えあがるほどであった。かれらはミルクのような濃霧の中で約一ヵ月暮らさねばならなかった。
光太夫らはこの町で、長官よりそれぞれ路銀をもらうと、十一一月中旬、そりに分乗してつぎの目的地イルクーックにむけて出発し、
翌寛政元年（一七八九）二月上旬、無事イルクーック守忌百房計（戸数一一一千余）の町に到着した。
イルクーックは、北緯五十一一度十七分、東経百一度五十五分に位置し、イルクート川とアンガラ川との合流点にある。この町は一六
（卯）
五一一年コサックの隊長イワン・パシャポフという者がアンガーフ川を発見し、その後この川とイルクート川の合流点にあるディァチ島に
（肌）
防舎（小要塞）をつくり、毛皮貿易のための市場を開いたのを起源としている。一七九一年十一月の時点で、戸数約一一一千五百、人口は
た
◎ 
防
舎
（
小
要
塞
）
を
っ
ノ
約九千五百であった。
官庁、商店、民家の多くは木造造りであり、総督府の建物だけがひときわ大きく、宮殿のようであった。町には教会が八つ、修道院
が二つあったが、十九世紀のはじめ教会は十四を数えるまでになった。
十九世紀の初頭にイルクーックを訪れたＧ・Ｈ・フォン・ラングスドルフ（ロシアの宮廷顧問官）は、この町をつぎのように描いて
(24）１２７ 
日本洋学史
そもそも光太夫たちがカムチャッヵに護送され、さらにイルクーックまで送られて来たのは、シベリア総督の命によるものであり、
かれは政府の意を体して、日本人たちをこの地に引き留め、役人（日本語教師）または商人になるように勧め、日本との通商関係樹立
（『北様聞略」巻之三）。
光太夫たちは、ヤクート街道を通って、イルクーックの町の中に入ると、ウシャコフカ地区にむかった。この地区に住むウォルコフ
ぱ
て
い
という馬蹄をつくる鍛冶屋の家にひとまず投宿し、のち航海学校内に付設されている日本孟叩学校に寄寓した。
やがて光太夫ら六名の日本人は、シベリア政庁より生活費として一日銅銭十枚を支給されたが、のちその支給は停止された。生活費
にさしさわりが生ずると暮らしてゆけないので、懇意になった富裕な商人たちの家をあちこち訪ねては、飯をたくさせてもらった
は固く凍結し、毎日のように雪空
ポプラの白い種子が飛び舞った。 （船）
教会を十、市場を四つ秘旧失した。
いる。
光太夫たちがこの町にやって来たとき、右岸地区だけが小さな街をつくっており、町の四方はほとんど樹木でおおわれ、アンガラ川
固く凍結し、毎日のように雪がふったかとおもわれる。しかし、春になると、氷は解け、川の水が流れだし、白樺が芽を吹きだし、
光太夫たちが当地を訪れて九十年後の一八七九年（明治十二）七月七日、町は大火によって二分の一がなめ尽され、三千六百の家屋、
ウ
エ
ル
ス
ト
ィルクーーックから約八露里の地点にある、．
かえているアンガラの谷が、眼下に広がってい
物語っているような心地よい印象をあたえた。
しかし、正直なところ、町に近づくにつれて、こういった印象を捨てねばならなかった。無数にある木造の粗末な小屋ときわだった対照をな
していたし、そういった豪華な建物とあばら屋とがまじり合っていたからで姓蕊。
ろ地点にある、なだらかな高台の上から、わたしはもっともすばらしい眺望を楽しんだ。イルクーックの町をか
キ
ュ
ー
ポ
ラ
眼下に広がっていた。町中にあるたくさんの石造りの教会は、光りかがやく頂塔や鐘楼が付いており、富と繁栄を
126（25） 
当時、閉鎖同然のイルクーックの日本語学校の生徒として、つぎの三名がいた。このうちの一一名は、奥州南部佐井村の竹内徳兵衛ら
十六名の漂流者のなかで、ロシアに帰化した日本人とロシア婦人との間にできた子供であり、もう一人は生粋のロシア人であった。
イワン・フィリッポウイチ・トラペズニコーフ……漂民・久太郎（久助）の子。
アンドレイ・タターリノフ……………………………漂民。一一一之肋の子。日本名を「さんばち」といった。
エゴール・イワノウィチ・トゥゴルコフ……・…・…・久太郎の弟子。のち遣日使節アダム・ラックスマン中尉の通訳として蝦夷にきた。
後者のトゥゴルコフの日本語の学力は、はなはだ心もとなかった。かれは光太夫らがイルクーックに来たとき、通訳をつとめ、シベ
リア総督の内命をうけて、漂流民たちを同地にとどまるよう慰留したと考えられている。
光太夫らは、カムチャッカのチギルからオホーツクにむかったとき、船中でホヶーゥィチ大尉と知り合い、同人の紹介でイルクーッ
クに住むエリク・ラックスマンと懇意になった。ラックスマンは、光太夫たちのために帰国の願書を何度も起草し、それをシベリア総
督に申請してくれた。
の端緒を開く腹積もりであった。
けれど帰国許可の請願は、そのつど却下された。ラックスマンは、さいごの手段として、皇帝にじかに嘆願するしかないと考え、光
太夫らを連れて露都ペテルスブルクにむかう準備にとりかかった。
寛政三年（一七九一）一月中旬、光太夫は新蔵、庄蔵、小市、磯吉の四人をイルクーックに残し、ラックスマンとその次男（アファ
ナーシイ）および従僕ら五名は、雪のなかを馬八頭にひかせたそりに乗ってペテルスプルクを目ざして、イルクーックをあとにした。
かれらはかちかちに凍った雪の道を昼夜兼行でひた走った。かれらはトムスクートポリスクーェヵテリンブルクーヵザンーニジニィ・
ノフゴロドーモスクワなどに寄り、同年二月中旬すぎ、約一ヵ月後にペテルスブルクに到着した。
光太夫は帰国の請願にたいする返事を一日千秋のおもいで待ったが、何の音沙汰もなかった。やがて商務大臣ウォロンッォフ伯から、
ラックスマンのもとに、五月一一十八日光太夫をともなって参内するよう達しが届いた。そしてこの日、ツァールスコェ・セロ（ペテル
スブルクの南南東一一六キロ）にある夏の離宮において、エカテリナ一一世の謁見をうけた（『北様聞略』巻之三）。
(26）１２５ 
日本洋学史
し
や
か
づ
き
ば
つ
す
一行は革の手袋をはめ、紗の被衣の付いた帽子をかぶ、リ、払子で蚊を払いのけながら進んだが、いちばんかわいそうでならなかった
のは、蚊に刺され血をしたたらせている馬であった。このような苦難の旅は一ヵ月ちかくつづき、八月三日ついにオホーツクに到着し
た。五日おくれて後続の小吉、磯吉らの一行がやってきた。
光
太
夫
ら
は
、
カ
ジ
カ
に
五
月
二
十
三
日
に
着
“
光太夫ら先発隊五名は、騎馬でヤクーツク｛
められる、ひじょうに苦しいものであった。
帰国する磯吉と小市は、通訳として日本へおもむくトゥゴルコフ、ラックスマンの属官らとあとから出発した。磯吉は帰国後、郷里
の実静和尚に語ったところによると、イルクーックに滞在ちゅうにあるロシア人女性と親密な関係をむすんだが、相手の女性は「ワカ
ハ
ラ
ワ
タ
タ
ツ
（師）
レヲ嘆クコト腸ヲ断ヵ如シ彼女髪ヲ切リテ指輪ニソエテ磯吉二贈」ったということである・
し
よ
う
か
ん
磯圭口の恋人であったのは、ラックスマンの娘「マリア」か姪の「アンナ」であったと考えられる。磯吉は傷寒（寒さあたり）にかか
り、イルクーックの宿屋で療養していたとき、看病に来てくれた女性と情を通じたものらしい。
光太夫らは、カジカに五月二十三日に着くと、そこから川船に乗りレナ川をくだり、六月十五日にヤクーツクに着いた・七月二日、
光太夫ら先発隊五名は、騎馬でヤクーツクを立ち、オホーツクを目ざし荒野を進んだが、この時期のシベリアの旅は、蚊の大軍に苦し
ゃ
か
て
初
夏
の
五
月
に
な
り
、
同
月
二
十
日
、
光
Ｌ
ヤクーツクにむかう船着場があるカジカ（イ”
イルクーックを立つにあたって、療養中里
胸を引き裂かれるような悲痛なものであった。
同年九月、光太夫のもとにウォロンッォフ伯から呼び出しがあり、その邸宅を訪ねると、帰国を許可する旨を正式に伝えられた。そ
して入京して十ヵ月後の同年十一月、光太夫とラックスマンとその従者、あとからペテルスブルクにやって来た新蔵ら計六名は、ペテ
ルスブルクを出立し、来た道をひきかえし、｜月二十一一一日の夜半、約一年ぶりにイルクーックにもどった・
一月一一十四日、光太夫らは総督府に出頭すると、帰着を報告した。総督ピーリは旅の労をねぎらい、酒食を出してもてなしてくれた・
そのとき総督は、送還船の準備がととのう五月ごろまでイルクーックで待つようにいった。
やがて初夏の五月になり、同月二十日、光太夫は先発としてラックスマンおよびその三男マテリンらとともにイルクーックを出発し、
ヤクーツクにむかう船着場があるカジカ（イルクーックの北北東六○○キロ、レナ川の河港があるいまのキレンスクか）を目ざした。
イルクーックを立つにあたって、療養中の庄蔵に今生のいとまごいを告げなければならなかったが、その別離はすでに述べたように、
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の一行四十名が、エカテリュ
月十三日）のことであった。
あ
っ
け
し
ね
ｃ
ろ
エカテリナ号は、正南にむかって航進し、厚岸島（蝦夷本島）を経て、十月一一十一日根室湾内に投錨した。当時の根室は、一寒村に
す
ぎ
ず
、
波
止
場
を
中
心
に
葦
草
納
屋
、
船
小
屋
、
ア
イ
ヌ
人
の
テ
ン
ト
な
ど
が
あ
る
、
じ
っ
に
寂
し
い
所
で
あ
っ
た
。
同日の夕刻、ラックスマンは根室に上陸すると、同地在勤の松前藩吏・熊谷富太郎宅をおとずれ、来航のおもむきを伝え、松前藩主
への書簡の取次ぎを依頼した。ラックスマンが本国政府からあたえられた訓令では、海路江戸まで行き、当地で漂流民を日本政府に直
接引きわたすよう命じられていたが、日本側はこれには難色を示し、交渉は難行した。
光
太
夫
ら
漂
流
民
の
引
き
渡
し
ま
で
長
い
時
間
を
要
し
、
翌
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
六
月
二
十
四
日
、
松
前
に
お
い
て
江
戸
か
ら
来
た
目
付
（
石
川
将
監
、
小
市
は
、
ア
ム
チ
ト
カ
島
か
ら
カ
ム
チ
ャ
ッ
ヵ
に
渡
る
こ
ろ
よ
り
壊
血
病
（
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
の
欠
乏
症
）
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
が
、
せ
っ
か
く
帰
国
で
き
た
の
に、根室において四月二日の夕刻、亡くなった。享年四十六歳であった。
白
松前で幕吏に引き渡された光太夫と磯吉は、ひととおりの取調べを受けたのち、江戸に護送され、江戸町奉行所で糾問され、のち雄
じ
み
う
ま
や
子橋門外の御厩に留めおかれた。九月十八日（陰暦）、光太夫と磯吉は、江戸城内の吹上御物見所において将軍｛家斉、老中松平定信ら
（肥）
の面一別で漂流談をかたり、のち田安門外、番町の「火除明地」（御薬園）の茅屋（小屋）に入る》」とを命じられた。
漂
流
民
は
一
時
金
と
し
て
金
三
十
両
あ
た
え
ら
れ
、
ま
た
月
々
の
生
活
費
と
し
て
、
光
太
夫
は
三
両
、
磯
吉
は
二
両
支
給
さ
れ
た
。
両
人
は
郷
里
に
帰
る
こ
とは許されなかったが、妻帯は許可された。薬草園内で無為にすごすよう命じられ、外国の様子について語ることは禁じられた。
し
か
し
、
は
じ
め
の
う
ち
諸
方
に
招
か
れ
、
幕
臣
・
学
者
・
町
人
・
好
事
家
と
交
遊
し
、
ロ
シ
ア
事
情
に
つ
い
て
話
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
はお上の知るところとなり、その後は外出し、人に話をすることを禁じられた。
光太夫は翌寛政七年（一七九五）、よわい四十四歳で、親子ほども年のちがう女性（十六、七歳くらい、名は不詳）と所帯をもち、
村上大学）らに身柄を移された。
日本におもむく遣日使節アダム・ラックスマン中尉（北部沿海州ギジギンスクの守備隊長、エリク・ラックスマンの息子、二十八二毬
｜行四十名が、エカテリナ号にのり、オホーツクを出帆したのは一七九二年（醒麺）九月二十五日（ロシアの旧暦、光太夫によると九
(28）１２３ 
日本洋学史
み
ず
の
と
う
し
寛政五年癸丑（一七九一一一）十一月一一十七日、辿
木などを積みこみ、石巻の港を出帆し、江戸にむ上
同船の乗組員（十六名）の出身地および氏名は、
一男一女をもうけた。長男・亀二郎（一七九七～’八五二は、のち町儒者となり「大黒梅陰」と称し、嘉永四年（一八五一）五月一一
十二日向島で五十五歳を一期に亡くなり、本郷の興安寺（現・文京区本郷一丁目）に葬られた。娘は夫に先立たれたのち尼になり「良
吟」と称し、ながく両親や兄の碑を守って生涯をおえた。
光太夫は文政十一年二八二八）四月十五日に七十八歳で没し、磯吉は天保九年二八三八）十一月十五日に七十三歳で亡くなり、
両人は本郷の興安寺に葬られた。ただし墓は現存しない。
さ
ぷ
さ
わ
宮
城
郡
寒
風
沢
浜
〃〃〃〃
宮
城
郡
石
浜
［出身地］
牡
鹿
郡
石
巻
＊ 
〃”〃〃４叢 ［役目］
沖
船
頭
江
戸
に
む
か
っ
た
。
牡鹿郡石巻の米沢屋平之丞の持船「若宮丸」（八百石積み）は、仙台藩の回米・御用
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
左
太
夫
銀
三
郎
民
之
助
津
太
夫
左
平
辰
蔵 ［氏名］
平
兵
衛
帰
化（帰国）
（帰国）
帰
化 アリューシャン群島ちゅうの一小島「アンドレイ」で
病
死
122（29） 
名
の
改
宗
者
が
で
た
。
若宮丸は、十二月上旬に時化にあい、やむなく帆柱を切りたおしたが、やがて舵も波にとられ、漂流をはじめた。翌年の六月初旬、
（”） 
船はアリューシャン群島ちゅうの一小島アンドレイに漂着した。一行は一」の島に約十一ヵ月ほど滞留した。
のちエストラズ・イワィチ・ガラロフという名のロシア人（六十歳）とともにサンパショ島、アムチトカ島（光太夫らがいたところ）
な
ど
に
移
り
、
寛
政
七
年
二
七
九
五
）
六
月
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
港
に
到
着
し
た
。
このとき一行は、役所に引きわたされ、約二ヵ月ほど当地ですごしたのち、同年八月三組に分かれて出発し、ヤクーツクを経てイル
クーックヘむかった。イルクーックに着いたのは、翌寛政八年（一七九六）一月のことであった。以後、約八ヵ年この町に滞留した。
（、）しよう倉
こ
の
間
、
船
頭
平
兵
衛
は
最
初
に
漂
着
し
た
一
小
島
で
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
六
月
八
日
腫
気
（
は
れ
も
の
）
に
よ
り
死
亡
し
、
ま
た
ヤ
ク
ー
ツ
ク
に
お
い
て
、
市
五
郎
は
病
気
の
た
め
入
院
し
た
が
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
十
月
一
一
十
三
日
腫
気
に
よ
り
死
亡
し
た
。
吉
郎
治
は
イ
ル
ク
ー
ッ
ク
に
お
い
て
、
ツ
チ
ノ
ト
ヒ
ッ
ソ
Ｌ
よ
う
か
ん
（Ⅲ） 
寛政十一年己未（一七九九）一一月一一十八日傷寒（腸チフスの古称）により病死した。享年七十一一一歳。またイルクーック滞在中に四
牡
鹿
郡
小
竹
浜
〃
む
ら
の
は
亡
桃
生
郡
深
谷
室
浜
〃
牡
鹿
郡
石
巻
〃
"”"" 
炊〃水主 ′' "" ″〃
清
蔵
八
三
郎
姜呈ハ
市
五
郎
巳
之
助
茂
治
平
吉
郎
治
儀兵衛［儀平］
太
十
郎
帰
化
帰化ヤク
ー
ツ
ク
に
お
い
て
病
死
帰
化イル
ク
ー
ッ
ク
に
お
い
て
病
死
（帰国）
（帰国）
(30）１２１ 
日本洋学史
（、）
一行には通訳として、日本語学校の教師新蔵（当時、四十六、七歳）がつきそい、同年一二月七日にイルクーックを出発した・が、旅
の途中で左太夫と清蔵の一一人が発病したために、両人はイルクーックに引き返した。他の＋｜名は露都にむかったが、エカテンブルグ
は
し
か
からペリマに行く途中で、銀一二郎が麻疹のような病気になり残留した。
残った十名は、モスクワを経て、四月末についにペテルスブルクに到着した。ペテルスブルクでは、首相ニコライ・ペトロウイッチ・
ロマンソフ」冒宮冒冨》寓自＆房＆記・ミ§８（『の邸宅に滞在し、五月十六日アレキサンドル一世の謁見をうけた。
謁見の前日、漂流民一同は、首相から帰国するもよし、ロシアにとどまるもよし、望みどおりにしてよい、といわれた。同行のうち
津太夫、儀兵衛、左平、太十郎、茂十郎、巳之助の六名は、｜言のもとに、帰国したいとのべた。しかし、皇帝から帰国の意志を改め
て問われたとき、何をおもったのか、茂十郎と巳之助はロシアにとどまりたい、といった。
この突然の変節は、皇帝のきげんを損じたようである。帰国の意志をはっきり表明した四人には、その肩に手をおき、ねんごろにか
れらをもてなしたが、在留希望者には手もかけず、いわんや言葉もかけなかったという。
おそらくロシア皇帝には、大勢の日本人を本国へ送還することによって、日本との通商の糸ロをつかもうとする意図があったのであ
ろう。だからロシアにとどまるというのは、かれの意向に反することであった。
ロシア皇帝が、帰国希望者だけに好意を示した表れは、帰国する四名をネヴァ河畔の対岸ヴァシレフスキー島における軽気球の実験
樹立するために、皇豈
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
み
ず
の
と
い
享和一一一年癸亥（一八○一一一）’’一月、生存者十一一一名は、ペテルスブルクに上府せよ、との命令に接した。これは新たに日本と通商関係を
立するために、皇帝アレキサンドル一世の命をうけた使節一一コライ・レザーノフ（一七六四～’八○七）が、日本へ派遣されること
八三郎（ロシア名は未詳）
民之助（ロシア名は未詳）
善六（洗礼名・パイトロ・ステパノイチ・キセロフ）
（Ｔ） 
（ドル）
辰蔵（洗礼名・オレキサンダラ・ハナシイーチコンダ一一
ハナシイチコンダラトフ）
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を見学させ、このときみずから臨席したことである。
の
四
名
は
、
残
る
六
名
に
別
れ
を
っ
秤
軍艦「ナジェジダ」号（艦長クル
枢密院議員兼侍従の一一コライ・
と
「
ネ
ヴ
ァ
」
号
を
ひ
き
い
、
日
本
庇
て世界を一周することになった。
殺を図った。
両
艦
は
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
卜
を
出
帆
後
、
北
海
に
出
、
途
中
デ
ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
の
プ
リ
マ
ス
に
寄
港
し
、
そ
の
あ
と
カ
ナ
リ
ア
諸島のサンタ・クルス・テネリフェ、ブラジルのサンタ。カタリナに寄ったのち、南米最南端のケープ・ホーンを回航し、太平洋にで
その後、サンドイッチ諸島（ハワイ諸島）に寄り、ここで北米のカジャク島にむかう「ネヴァ」号と別れた。「ナジェジダ」号だけ
が太平洋を北上し、一八○四年七月三日カムチャッヵ半島のアヴァチャ湾の港町ぺトロパプロフスに到着した。ここで一ヵ月ほど停泊
したのち、同港を出帆し、日本の東海岸を南下して同年九月二十六日長崎に到着した。クロンシュタッ卜を出帆後、十六ヵ月目のこと
た。である。
津太夫ら四名は、ロシア人とともに「梅ヶ崎小屋」（宿舎）に半年留められるのだが、その間に太十郎が刃物を口のなかに入れて自
一八○三年六月二十日、
左
平
太
十
郎
津
太
夫
（
六
十
四
歳
）
儀兵衛（四十三歳）
左
平
（
四
十
二
歳
）
残る六名に別れをつげ、ネヴァ川から小舟にのりクロンシュタッ卜（フィンランド湾内、コリント島にある軍港）にむかい、
エ
ジ
ダ
」
号
（
艦
長
ク
ル
ゥ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
ル
ン
）
に
の
り
、
同
地
を
出
帆
し
た
。
こ
の
と
き
通
訳
の
新
蔵
は
、
同
艦
ま
で
見
送
り
に
き
た
。
員兼侍従の一一コラィ・レザーノフ（一七六四～一八○七）は、日本に通商を求める週日使節として、戦艦「ナジェジダ」号
」号をひきい、日本にむかったが、これはロシア側にとっても空前の大航海であり、津太夫らはおかげで日本人として初め
（Ｍ） 
（三十歳）
(32）１１９ 
日本洋学史
大坂の漂流民デンベィ（伝兵衛？）は、一六九五年（娠邇の夏ごろ、カムチャッカのナナ河畔の部落で現住民とともに暮らすうちに
カムチャダール語をすこし覚え、のちロシア・コサックのアトラソフ｜行に救出されるに及んで、はじめてロシア語と接したのである。
のちデンベィは、ロシア本土に送致され、ヤクーツク、モスクワ、ペテルスブルクと各地を転々とする間にロシア語を耳から覚え、
モスクワの砲兵局において、ロシア人から直接教授法によってロシア語を教わった。が、同人が受けた語学教育はどのようなものであ
ったのか、はっきりしたことはわかっていない。ともあれ、デンベイこそ日本人として最初にロシア語を学んだ第一号であろう。
ついで二番目にロシア語を学んだのは、’七一○年（礒迩四月に、カムチャッカ半島のガリギル湾に漂着し、コサックによって救出
された四名の日本人のうちの一人ｌ紀州の出身のサーーマである．同人もロシア本土に送致され、ヤクーツク、トボリスクなどを経て
ペテルスブルクに送られ、同地においてロシア語の正式な手ほどきを受けた。
三番目にロシア語を学んだのは、’七二九年（檸辨年）六月、カムチャッカ半島のロッパトカ岬とアヴァチャ湾との間の海岸に漂着し
た薩摩の「ワヵシマル」の乗組員ゴンザ（権佐？）とソーザ（惣左？）である。両人はヤクーツク、トポルスク、モスクワを経てペテ
ルスブルクへ送致されるのであるが、この間に当然耳に入るロシア語を多少おぼえたことであろう。
日本人としてはじめてロシア語を学び、
その文字を見た日本人は漂流民であった。
翌一八○五年金靴）四月、幕府の拒絶にあったレザノフは日本を退去することに決したので、津太夫らは日本側に引きわたされ、仙
台藩の預りとなった。かれらは、十二月一一十日（陰暦）藩主伊達周宗の引見をうけ、その後大槻玄沢、志村弘強らにより、漂流から帰
国までのてん末について聞き書きをとられた。
ロシア語学習の先達。
＊ 
それを研究したのは誰であったのか。いうまでもなく、ロシア語を生れてはじめて耳で聞き、
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か
れ
ら
は
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
に
着
く
と
、
聖
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ネ
フ
ス
キ
ー
神
学
校
、
帝
国
学
士
院
で
ロ
シ
ア
語
を
教
わ
っ
た
。
四番目にロシア語を学んだのは、’七四五年（藝韓）にカムチャッヵに漂着した奥州南部佐井村の竹内徳兵衛の一行（十三名？）であ
る。漂流民の大半はロシア正教の洗礼をうけ帰化したから、ロシア語を学ばざるをえなかったであろう。このうちの五名は、日本語教
師
と
し
て
、
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
に
送
ら
れ
、
の
ち
三
名
は
イ
ル
ク
ー
ッ
ク
に
戻
っ
て
く
る
の
だ
が
、
あ
る
程
度
の
語
学
教
育
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一七八三年（華輌）の夏、アリューシャン群島の一小島アムチトヵに伊勢の「神昌丸」が漂着した。船頭光太夫は日本文字に明るく、
好
学
の
士
で
あ
っ
た
よ
う
だ
か
ら
、
努
め
て
ロ
シ
ア
文
字
を
覚
え
よ
う
と
し
た
。
日
本
漂
流
民
が
ど
の
よ
う
に
ロ
シ
ア
語
を
覚
え
て
行
っ
た
か
に
つ
い
て
、
『北権聞略』（巻之一）は、つぎのようなエピソードを伝えている。
ア
ム
チ
ト
カ
島
に
い
た
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
人
た
ち
は
と
き
ど
き
漂
流
人
の
衣
服
や
調
度
品
な
ど
を
見
て
、
と
い
っ
た
。
と答えた。
磯
吉
は
、
こ
ち
ら
の
方
か
ｌ
エ
ー
ト
・
シ
ト
「
？
と
い
っ
て
み
た
。
す
る
と
相
光太夫らは、それを耳にしたとき、これは》
い
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
意
味
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
「エート・シトー」と恥
で
聞
い
た
と
お
り
記
録
し
た
と
か
く
す
る
う
ち
に
、
語
ｌ力ストリューリャ（愚・書画）
ｌエ「卜・シトー（厚・茸・）？
こ港ごｂの方からい
すると相手は、
と
い
う
の
は
、
き
っ
と
「
何
か
した弓北様聞略』巻之二）。
語桑や言い回しをかなり覚え、
ってみたらわかることもあろうと思い、たまたまそばに鍋があったので、それを指さし、おうむ返しに、
こ
れ
は
欲
し
い
と
い
う
意
味
な
の
か
、
そ
れ
と
も
よ
い
と
か
悪
い
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
あ
る
い
は
汚
な
い
、
と
「何か？」という疑問の言葉であることがわかったので、その後、相手がいったことばを耳
少
々
の
こ
と
は
ロ
シ
ア
語
で
い
え
る
ま
で
に
な
っ
た
。
(34）１１７ 
日本洋学史
光太夫のばあい、ロシア文字三十三字を習い覚え、ロシアの字句をじっさい書いておぼえ記憶していた。
｜七九四年盆麺）の夏、石巻の「若宮九」がアリューシャン群島ちゅうの一小島に漂着した。漂流人はアムチトカ島、オホーツク、
ヤクーツク、イルクーック、ペテルスブルクと移動を重ねてゆくにつれ、徐々にロシア人が話す一一一一口葉を聞き覚え、それをメモしたりし
ているうちに、かなり用がたせる程度にまで会話ができるようになった。
押し並べて漂流人のロシア語は、人からきちんと体系的に習ったり、学校で正式に学んだものではなく、耳学問にすぎなかった。し
かし、中にはデンベィやゴンザやソーザのようにロシア人から正式に個人指導をうけた者もいる。けれどかれらがロシア語を習った期
間、またその語学力はじっさいどの程度のものであったのか明らかでない。
イルクーックに留まった新蔵（ロシア名・ニコラィ・コロッィギン）のように、日本語の学力のほうはたよりなかったが、ロシア女
性を妻とし、ロシア社会で暮らすうちにかなりロシア語に熟達し、ロシア語でもって日本事情に関する小冊子を著すものも現れた。
じっさい漂流人らが耳で覚え、それを書き記したロシア語は、単語と簡単な会話表現にすぎず、その数にしてもせいぜい数百ほどに
く
に
あ
さ
ら
とどまる。幕府の内命をうけて、光太夫から漂流の聞き書きをとった桂川甫周（国瑞）は、「北様聞略』を編むのだが、同書の巻の十
一は「言語」であり、この中に数百の単語や単文（会話文）などが収めてある。それは光太夫ら漂流民が記すところの単語をあつめた
ものという。たとえば、つぎのような日本語の語句に対応するロシア語がカタカナで表記されている。が、いま日本の仮名で示したロ
シア語は省略する。
蝋
艤
ｌ
…
鑿
か
ふ
く
…
人
事
１
噸
上
｛
く
び
）
…
壽
ｉ
ｉ
癩
地理ｌ－ｌＩｌＩ山、地震、谷、村、城下
時
令
（
時
節
）
ｌ
今
年
、
今
日
明
日
、
夜
、
蝋
Ｉ
…
母
「
窯
鼻
、
ロ
、
耳
秋（キリスト）、神僧、念仏
116（35） 
『
環
海
異
聞
』
は
、
仙
台
藩
の
医
官
・
蘭
学
者
で
あ
国した石巻の漂流民・津太夫ほか三名から、澪
としてロシア文字を習い覚えてはいなかった。
かれらはロシア語を耳で覚えていても、目では知らなかったということである。そのため聞き違いが多いと考えられるが、『環海異
聞』には、たとえばつぎのような語や会話文に対応するロシア語が採録されている。
衣服ｌｌｌｌｌＩ衣服、袴（ズボン）、雨一
飲食‐ｌ－－ｌｌｌ食物、美酒（ウォッカ）、
じ
ゃ
が
た
ら
い
も
瀞
Ｉ
…
…
が
ん
わ
し
か
も
め
鳥獣ｌｌｌｌＩｌ鳥、雁、鷲、水鳥、鴎
い
え
て
丘
鬘
ｌ
…
…
え
器材並び書画１－－上習籍、画、文字、紙、庖丁
ば
か
色
か
っ
ぽ
衣服１－－－－－１１衣服、袴（ズボン）、雨衣、
・
た
ら
ｉ
ｌ
…
…
 
こ
が
れ
し
ら
が
ね
は
が
れ
屯
●
ニ
リ
あ
か
が
ね
金石－－－－－‐‐‐‐‐‐‐金、銀、鋼、鉛、銅
数量Ｉ－－－－－ｌｌ‐一、二、一匁、一尺、｜
あ
り
越
し
し
ら
ぬ
言辞１１１‐１１－有、無、不知、請救（た
是
を
下
さ
れ
人倫－－－－－人、女、男、通事、一
身
朧
ｌ
：
…
ゲ
イ
ｒ
ゴ
ロ
居処宮室－－上家、坐敷、庖厨、門、
テ
ツ
ホ
ウ
鶉
ｉ
…
…
え
２
５
衣服織段・飲食－１１衣服、風領、し
仙
台
藩
の
医
官
・
蘭
学
者
で
あ
っ
た
大
槻
玄
沢
が
、
儒
学
者
・
志
村
弘
強
と
と
も
に
、
日
本
人
と
し
て
は
じ
め
て
世
界
を
一
周
し
て
帰
守
津
太
夫
ほ
か
三
名
か
ら
、
漂
流
の
て
ん
末
や
そ
の
見
聞
を
聞
き
取
っ
て
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
四
名
の
も
と
漂
流
民
は
、
ひ
と
り
大
工糸、、
、車寺 ｜、雨衣、皮帽、手袋
シカ）、牛乳、塩、茶
（じゃがいも）、花、』
麦
酒
、
菓
子
｜里
ね
ぶ
い
め
し
く
ひ
（たすけて下され）、願まする、飯が喫たい、空腹で》」ざる、どふぞ酒がのみたい、御世話に成りました、
蚊 て
ら
寺院、
茶
店
松
(36）１１５ 
日本洋学史
光太夫はロシア漂流民中の逸材ではあったが、そのロシア語の力はどの程度のものであったのかわからぬことが多い。かれは船頭で
あったから、算筆はある程度達者だったかとおもえる。光太夫はすぐれた才能と才知をもっていたから、異郷での暮らしの中で、臨機
応変の処置をとり、かん難に耐えながら、生還をはたした一人である。かれのロシア語の多くは、耳から聞いて覚えたものが大半であ
った。時に目にふれた文字を備忘録に写したりして、視覚的に覚えたものもあったようだ。
だ
い
せ
ん
早稲田大学中央図書館の貴重書に、「魯西亜壷胆覚書」（和とじ、噸叩×町叩、厚さ蛆、、表紙はカーキ色）といった題篭の付いた自筆
稿本（六十九葉）がある。
○ といった文字がみられる。
このあと各音節の一覧が数ページつづき、そのあと、数詞（｜、一一、一一一……）、｜月から十一一月まで、アィゥェォ、ついで「いろは」
の順序で、日本語とロシア語がかかげてある。たとえば、
これは黒色と朱色を用い、
蟇
Ｉ
薑
囎
：
筌
八
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
い
OpocHHHliBm囿圏
、口駄や卜
POObTOllllu1Mg 
い､､合一
／７ 
(ここに筆記体文字が
あるが判読できない）
行
書
と
草
書
で
し
私に下さい、あなた元気か、酒をあがれ、今日はひえます。
るしたイロハ別に分類したロシア語の単語集のようなものである。まず、見返しに
114（37） 
なお光太夫には、自筆の「露文日記」といったものがあり、江戸期の自筆本、草紙などのコレクターとして有名であった林若樹が、
明治三十四年二九○一）ごろ上野文行堂を通じて手に入れた。が、若樹の没後、昭和十三年（一九三八）九月に他の蔵書といっしょ
に古書市に出された。大卒の初任給が五、六十円のころ、書誌学の川瀬一馬が竜門文庫のために百五十円の値をつけてもその日記は落
札
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
か
ら
、
い
か
に
値
段
が
高
か
っ
た
か
が
わ
か
る
。
川瀬一馬によると、光太夫の「露文日記」は、美濃紙版であり、表紙は青または紺色であったようで、表紙にはロシア語が書いてあ
ったようである。また蘭学・英学史研究会の会員であった佐藤良雄（もと日本大学教授）が、東京帝国大学の院生のころ（昭和八年～
十三年）、恩師（吉野作造か？）から、講義のなかで聞いた目撃談として、つぎのように記憶していた。
光太夫の露文日記は、旅のまにまに日々綴ったものではない印象を与えた。第一に筆がちがっておらず、さらに紙はいたんでいない。
この二点からも漂泊の旅を感じさせない。おそらく、帰国後にまとめて書いた回顧録であった可能性が高いということである。目下、
同
日
記
の
所
在
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
といった風に。
単語は一ページに十二、三箇しるされているから、千五、六百語は収録されている勘定になる。
このロシア語などは、日本語で思いついたままロシア文字を当てたものか。カタカナによるロシア語の表記は、かなり正確な印象を
や【ノ枠Ｕデ③。
そういえば、「露西亜語覚書」は多少すすけた感じを与えはするが、紙のつかれをあまり感じさせない。文字も比較的きれいに書い
犬衣妹稲石
装妻
●刀・カメニ
モ
ー
ニ
ャ
パ
ア
ル
カ
サ
パ
カ
へ
マ
ニ
チ
ャ
ヌ
タ
ラ
(38）１１３ 
日本洋学史
蔵）。同書の見返し
と
署
名
さ
れ
て
い
る
。
てあるし、単語を採録し、それをイロハに分類して記さねばならなかったであろうから、ロシアをさすらっていたとき書きしるしたも
のではなく、帰国後、メモを整理し、あるいは思い出すままに書いたものか、それとも他人の筆になるものなのかはっきりしない・
光太夫は帰国後、吹上の上覧において、ことばは覚えなかったのか、といった質問に対して、ロシア語は耳から聞いて覚えたもので、
（Ⅲ） 
まさかのときには役立たず、何かにつけ不便を感じました、といった趣］曰の答弁をしている。
『北權聞略』（巻之十一）の「言辞」は、かならずしも光太夫のロシア語の理解度をしめすものではない。ロシア語の短文を分析した
村山七郎（もと順天堂大学教授）によると、光太夫は文法的に誤りのない複雑な文章を書くことができたとは思えず、かれのロシア語
はあくまで耳学問にすぎず、ロシア文字を多少よんだり、書いたりできた程度と結論されるという。
光太夫のロシア語は、心もとないものであったが、ペテルスブルク滞在中に『欽定全世界言語比較辞典』（ロシア科学アカデミ１会
員Ｐ。Ｓ・パラス［ドイツ人］が一七八七年に編んだもの）に収録されていた基本語二七三語の中で一一＋あまりが欠語になっていたの
が
じ
ゆ
ん
（鵬）
で、それを埋め、また不適当なもの、少なからず混在している南部、薩摩方一言を剛正し、雅馴な日本語にした。
これは同書の改訂を手がけていた、ペテルスプルクの師範学校長ヤンコーウィチが、日本人が露都に来ていることを知り、光太夫を
せ
つ
よ
う
煩わせたものである。さらに光太夫は、イルクーックやペテルスブルクに滞在中、携行していたと考えられる『節用集』（室町。江戸
時代の実用的な国語辞典）に附載されている「日本地図」をもとに、四枚ほど日本地図を描いたとされる。
また光太夫は、『女帝エヵテリナニ世の勅令により刊行した『ロシア帝国国民学校用算術入門書第一部価格十五カペーク’七
八四年サンクトペテルブルク刊』（剛叩×ｎｍ、厚さ咽、、百二ページの小型本）を日本に持ち帰った（現在、早稲田大学中央図書館
蔵）。同書の見返しの右側に、「大日本伊勢国白子大黒屋光太夫」と墨書され、そのとなりにロシア文字で「ダイコクャ・コーダイニ
いる。 さらに表題紙の左側に、ロシア文字で「カメャ・ヒョーゾ」と自署され、その右下に草書体で「勢州白子若松亀屋兵蔵」と署名して
112（39） 
寛政より文化年間（一七九○～一八○○年代）にかけて、わが国とロシアの関係は、ますます緊迫の度をふかめて行った。ロシアは
さ
ん
し
よ
く
カムチャッカ半島を発見してから、カラフト（サハリン）、千島群島の方面にまで蚕食するようになった。
寛政四年（一七九二）十月、蝦夷の根室に伊勢の漂流民・光太夫ほか二名らをともなって遣日使節アダム。ラックスマンが来航し、
文化元年（一八○四）九月には遣日使節ニコラィ・レザーノフが、仙台・石巻の漂流民、津太夫ほか三名を連れて長崎に入港した。レ
ザーノフはラックスマンに与えられた信牌を持参し、露帝アレクサンドルの国警の原文と邦訳、満州文に訳したもの、計三通の書簡を
携帯していた。このとき長崎の蘭通詞は、ひとりとしてロシア語がわからず、レザーノフの艦の乗組員のなかにオランダ語がかなりわ
（噸）
かる者がおり、その者に書簡の主意をたずね、ようやく理解した。
レザーノフは翌文化二年（一八○五）三月、日本側から通商拒否を通告され、むなしく帰国の途についた。が、のちかれの部下のＮ・
Ａ・フヴォストフやＧ・Ｉ・ダヴィドラらが、カラフトやクシュンコタン（千島）、エトロフ島などにおいて、松前藩の番所や倉庫な
どを襲うといった事件を相ついで起こした。
（、）
文化一二年（一八○六）秋、幕府はロシア使節がもってきた公文書（ロシア語、満州語）の翻訳の必要を痛感した結果、長崎奉行にた
いして、ロシア語をオランダ語で注釈した洋書もしくはドイツ語で解説した書籍をオランダ商館に発注し、翌文化四年（’八○七）十
二月に満州語（満州族の言語、ツングース語の一方言）の書物を唐船主たちに注文するよう、命じた。
文化五年（一八○八）八月、イギリス軍艦「フェ１トン」号が突然長崎に入港し、オランダ商館員に乱暴を働くといった事件が起こ
ったことが契機となり、英語とロシア語の二カ国語を蘭通詞にまなばせる件について、長崎奉行と幕府とのあいだで打ち合わせがおこ
なわれた。さい
す
け
山村才助（一七七○～一八○七、江戸後期の洋学者、土浦藩士）は、世界地理の研究家として有名であった。享和一一年（’八○一一）
＊ 
(40）１１１ 
日本洋学史 新井白石の「采膣
語より訳述した。
文化元年（一八○四）九月に帰国した、ロシア漂流民・津太夫ら四人は、多少ロシア語に通じていたとされる。かれらはロシア人社
会でくらした間は、用を弁ずるほど会話もできたようだが、帰国してからは忘れっぽくなり、仙台に帰ってから、海外事情について審
（叩）
問をうけたとき、忘れました、ということで質問にも答えられないことがたびたびあったらしい。
『環海異聞」（巻之八、言語第二十一一）にみられるロシア語の単語（天文、地理、諸国地名、時令、十一一の月の名、人倫、身体、
居処宮室、器財、衣服織段および飲食、言辞）やみじかい日常会話文などは、編者の大槻玄沢や志村弘強らが、津太夫らから漫然と聞
き書きをとり、あとで各部門にふりわけて掲げたものである。
文化六年（’八○九）二月から九月にかけて、左記の蘭通詞たちは、英語とロシア語を兼学するよう、長崎奉行より命じられた。
杉本つとむは、（伽）
る」としている。
才助の語学関係の著述として、「羅旬文字」や「魯西亜字」を記した一冊本があるという。それは著書というより、ラテン語やロシ
ア文字を興味のおもむくまま書き記したものにすぎず、とくに「魯西亜字」は、大文字と小文字の筆記体、活字体でロシア語のアルフ
ア
ベ
ッ
ト
を
か
か
げ
た
も
の
で
あ
る
。
大
通
詞
見
習
小
通
詞
小
通
詞
格
小
通
詞
並
同
末
席
稽
古
通
詞
さ
い
ら
ん
い
げ
ん
「采覧異言」を訂正増補し、「訂正増采覧異一一一一百」としたのち、幕命により「魯西亜国志」や「魯西亜国志世紀」をオランダ
これは「簡単なるロシア文字の知識であるが、ロシア文字についてこうした記述を残しているのは、｜っの見識であ
本
木
庄
佐
衛
門
末
永
甚
左
衛
門
馬
場
為
八
郎
西
吉
右
衛
門
吉雄忠次郎
馬
場
左
十
郎
110（41） 
洋学の揺らん地である長崎において、オランダ語、フランス語、英語などの語学書がつくられたが、ロシア語に関しては、なかなか
成果が生まれなかった。近世におけるわが国のロシア語学の研究の端緒を開いたのは、ロシアから帰国した光太夫であった。
馬場佐十郎（一七八七～一八二二、江戸後期の蘭通詞）は、天明七年長崎の蘭通詞の家に生まれ、名を貞由（幼児のときは千之助）
り
ゆ
う
え
ん
し
づ
き
た
だ
お
といい、通称は佐十郎といった。中野柳圃（のちの志筑忠雄）についてオランダ語を修め、オーフンダ商館長ヤン・コック・ブロンホフ
からは英語をまなんだ。かれはすでに述べたように、文化六年に英語とロシア語の兼修を命じられているが、早くも前年（文化五年
［’八○八］）の冬、幕命により江戸に招致され、光太夫について二ヵ年間ロシア語をまなんだとされる。
ミ
ズ
ノ
エ
イ
ヌ
「戊辰（文化五年）ノ冬貞由命アリ、時に彼（光太夫）二就テ其臆記（おぼえて）シ来ル所ノ魯西亜言語ヲ修得ベシト、．、二於
つれ
つ
た
え
い
ま
（川）
テ毎二貞由ガ官舎（天文台のことか）二来リーァコレヲ伝ルコト今二二年、故二其会余、此編中所説ヲ告グ」（『帝爵魯西亜国誌』）
せ
ん
せ
き
また光太夫からロシア董西の手ほどきを受けた者に畷見泉石（’七八五～一八五八、江戸後期の蘭学者、下総国古河藩の家老）がいる。
（叩）
同人は洋学にしたしんだが、ロシア語をも学び、光太夫が将来した「露西亜字学」という習字帳を手で写したという。
文化八年二八一一）五月、天文方に蛮書和解御用の一局が設けられるに及んで、佐十郎と大槻玄沢がその訳官にえらばれた。同年
六月、千島列島とオホーツク海沿岸の測量に従事していたスループ艦デイアナ号の艦長ゴロヴーーンら八名は、クナシリ島の南岸におい
小
通
詞
並
同
末
席
小
通
詞
並
〃
同
末
席
稽
古
通
詞
〃
" 
茂
土
岐
次
郎（叩）
本
木
圧
八
郎
志
筑
竜
太
名石中吉岩
村橋山雄瀬
茂助得六弥
三十十次十
郎郎郎郎郎（のち権之助）
（のち作三郎）
(42）１０９ 
日本洋学史
ｌ
ム
ズ
カ
シ
・
コ
ト
バ
、
準
と
い
う
の
が
口
ぐ
せ
で
あ
っ
た
。
しげ、
て、松前藩士らによって捕えられるといった事件が起こった。ゴロヴーーンー行は、箱館をへて松前に護送された。文化十年（一八一三）
正月、幕府は天文台の翻訳局員・足立左内と馬場佐十郎を松前に取調べのために遣わした。
両
人
は
同
年
九
月
に
松
前
よ
り
江
戸
に
も
ど
る
の
だ
が
、
約
半
年
間
か
れ
ら
は
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
に
つ
い
て
ロ
シ
ア
語
を
ま
な
ん
だ
。
ロ
シ
ア
人
ら
は
江
戸
か
ら
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
（
叩
）
や
っ
て
来
た
こ
の
足
立
の
こ
と
を
「
学
士
院
会
員
」
と
呼
ん
だ
。
佐
十
郎
は
印
刷
し
た
「
オ
ラ
ン
ダ
・
フ
ラ
ン
ス
辞
典
」
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
タ
シ
ー
チ
ェ
フ
冒
爵
＆
墨
が
訂
正
増
補
し
た
仏
露
辞
典
（
’
七
九
八
年
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
刊
、
二
巻
本
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
佐十郎はじぶんの知らないロシア語に相当するフランス語を聞くと、持参の辞典でその語をさがしたという。かれはオランダ語の文
法
を
知
っ
て
い
た
の
で
、
ロ
シ
ア
語
の
進
歩
は
ひ
じ
ょ
う
に
早
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
記
憶
力
が
き
わ
め
て
す
ぐ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
は
、
記
憶
だ
け
を
た
よ
り
に
足
立
の
た
め
に
、
四
ヵ
月
ほ
ど
か
か
っ
て
ロ
シ
ア
語
の
文
法
書
を
書
い
て
や
っ
た
。
佐
十
郎
は
大
よ
ろ
こ
び
で
ゴ
ロ
ヴ
ー
ー
ン
の
文
法
を
記
し
た
ノ
ー
ト
を
日
本
語
に
翻
訳
し
、
ほ
ど
な
く
松
前
に
お
い
て
脱
稿
し
た
。
佐
十
郎
が
訳
し
た
こ
の
文
法
書
は
「
魯
語
文
法
規
範
」
と
題
す
る
も
の
で
、
い
ま
静
嘉
堂
文
庫
に
稿
本
と
し
て
五
冊
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
同
書
は
す
べ
て
横
書
き
で
あ
り
、
大
き
さ
は
一
定
し
な
い
が
、
た
て
約
姐
師
よ
こ
約
咀
叩
の
小
型
本
で
あ
る
。
一
巻
か
ら
六
巻
ま
で
あ
っ
た
が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
五
巻
目
佐十郎はオランダ語の素養がじゅうぶんにできており、またロシア語の下地があったとはいえ、仏露の対訳辞書によりロシア語をま
なぶのであるから、ずいぶん手間のかかる学習であった。その苦労がしのばれる。そして難解とおもえる箇所に行きあたると、頭をか
とある。
は
欠
本
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
第
一
巻
の
第
言
ま
た
佐
十
郎
が
行
っ
た
も
う
一
つ
の
ロ
シ
ア
語
の
勉
強
は
、
漂
流
民
・
良
左
衛
門
が
ロ
シ
ア
人
医
師
か
ら
も
ら
っ
た
小
冊
子
『
種
痘
接
種
』
（
ペ
テ
ル
ス
ブ
か
つ
（
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ー
ン
）
べ「ジに「附言」があり、「此編ハ曾了左老尹著述セル彼文法（ロシア文法ｌ引用者）ノ規則ヲ書記スル者也…」
（川）
ハ
ナ
ハ
ダ
・
ム
ズ
カ
シ
・
コ
ト
（
108（43） 
ルク刊）を日本語に訳し、「遁花秘訣」といった表題をつけた。また左内は、幸太夫がロシアから持ち帰った『女帝エカテリナニ世の
（順）
勅令により刊行せ壷われたるロシア帝国国民学校用算術入門』（一七八四年）をロシア語から日本語に訳しはじめたし、リプス物理学
（川）
（二一巻本）にある、各項目についてすこしでも知識を得ようとした。
そのころ、足立や馬場といった官職にあった者だけが、ロシア語の素養があったのではない。じっは庶民の中にもロシア語に多少通
じ
た
者
が
す
ぐ
な
か
ら
ず
見
出
さ
れ
、
ゴ
ロ
ヴ
ニ
ン
ら
の
賛
嘆
を
え
た
。
（、）
当時、ロシア人との交渉に当っていたのは、上原熊次郎弓９百日田冒菖凰烏意さという五十歳代の男で、クリル（アイヌ）語の通
（叩）
卜
ゴ
訳であった。しかし、その学力はじゅうぶんに用が足せるものではなかった。》」の者と医師の東江とが毎日のように牢屋（木造の納屋
のようなもの）にやって来ると、ロシア人にさまざまの器械をみせて、ロシア語の名称をたずねたりし、辞書のようなものを作った。
まずロシア語の単語の発音をたずねると、そのことばの上に日本語（カタカナか）で発音をしるし、ついで単語の意味について質問
した。クリル語がわかる医務員アレクセィを通じて、手まねを使い、何かのことばを説明してやると、「お！お！お！」といった。
一語を三十分以上もかけて説明してやると、相手は理解したらしく、話をやめる。けれど何ひとつわかっていなかった。
熊次郎の頭をもっとも悩ましたものは、名詞の前におく前置詞であった。ゴロヴニンの熊次郎評はなかなか手きびしく、天性の愚鈍
（鵬）
といい、西洋の文法に何の理解もないばかりか、世界中のいかなる文法をもわからぬ人間だと述べている。ともあれ、熊次郎は通訳と
と
い
い
、
西
洋
の
文
法
に
何
の
理
解
も
な
い
ば
冬
し
て
あ
ま
り
使
い
物
に
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
クシュンコタン島の番人役でいまは人足の源七（越後国宮川村出身、三十六歳）と福松（津軽青森出身、四十六歳）という者がいた
が、この二人は文化三年（一八○六）九月、フヴォストフらに捕えられたのち、カムチャッカに連行され、翌年利尻島て釈放された。
ロシア語はこの間に覚えたもののようだが、じっさい、通訳がっとまるほどの力はなかった。あるとき松前奉行が源七をしてロシア人
アチマッ
に「父親」の名をたずねさせようとしたが、かれは「父親」（・弓の臣）というありきたりの語を知らず、じぶんが作った語蕊集をふと
こ
ろ
か
ら
出
し
、
あ
ち
こ
ち
捜
し
た
あ
げ
く
、
ｌ
そ
の
言
葉
は
存
じ
ま
せ
ず
、
手
帖
に
．
（伽）
手帖にも見当、りませぬ。
(44）１０７ 
日本洋学史
やダヘ
フ１２３．￣ 貞助はロシア語の単語を熊次郎から教わり、それをたくさん暗記していたが、どれも発音がまちがっていた。これは師匠の発音がめ
ちゃくちゃであったからである。ともあれ、貞助はゴロヴニンからロシア語を教えてやる、といった承諾をえると、ロシアに行ったこ
は
こ
とがある日本人（漂流民）がつくった古い辞書とかお上に提出したロシア見聞記などが入った函をもってきた。
貞助は語学の才能にめぐまれていたようで、ゴロヴーーンによると、ロシア語学習の第一曰から珍しい才能をしめした。すばらしい記
（卿）
憶力をもち、ロシア語をやすやすと発幸曰したから、以前にロシア語を学んだことがあるのではないかと思われた。師匠の熊次郎から教
わった発音がまちがっていることに気づくと、語彙集に検討をくわえ、正しいロシア風の発音を日本文字で記号をつけて行った。
貞助はロシア文字の読法を覚えると、ロシア人の口から出た言葉をじぶんの手帳にアルファベット順に書き込んでいった。熊次郎が
二週間かかっても覚えきれないところを、わずか一日で覚えてしまった。かれはロシア人が本国やヨーロッパ各国の事情を説明するの
（噸）
を聞くと、それを日本語で書きとめ、またそのとき聞いたロシア語に自説をつけて辞引に書き込んだ。
ロシア人の観るところ、日本人はきわめて好奇心が旺盛であり、コロヴニンたちはたびたび質問攻めにあい、悩まされた。とくにロ
シア語に関していえば、日本人はロシア人から物の名称を聞くと、それをすぐ書きとめ、それぞれ自分用の小辞典をつくっていたとい
また役人の一人で、遣日使節ラクスマンが来航したとき、ロシア語辞典の編さんに使われたという七十歳くらいの老人がいた。かれ
はロシア人がいる面前で、日本文字をいっぱい書き込んだ大きな紙をひろげると、語尾を引きのばして音読しはじめた。
どうも本人はロシア語を読んでいるつもりだった。が、はじめのうち何のことかさっぱりわからなかった。この老人は、ゴロヴーーン
の事件をロシア語に訳していっているらしかった。それでも、ところどころ単語がわかってもらえたようで、それは
翻
訳
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
っ
た
。
と白状し、満座のなかで恥をかき、通訳の席から追い払われた。
つぎに登場するのは、ロシア語の学習において異常な能力を発揮した村上貞助（北方探険家・村上島之丞の養子）という、当時二十
五歳の青年である。ゴロヴニンのもとに、この初学者をつれてきたのは熊次郎であり、お奉行の恩召しでこの者にロシア語をおしえ、
106（45） 
といったロシア語であった。
そばにいたゴロヴーーンらは、文章のと｝
人もそれにつられて大口をあけて笑った。
漂流民四名をともなった週日使節レザーノフの一行が長怯（鵬）
のおわりにカタカナがきのロシア語をしるしたとされる。
幕末になると、諸藩において洋学が盛んになるのだが、仙台藩は、文化元年（一八○四）の仙台漂流民のロシアからの帰還、同三年
のフヴォストフとその部下によるカラフト、クシュンコタン（千島）、エトロフ島における乱暴ろう籍事件、さらに文化四年二八○
（噸）
七）幕府によって蝦夷地の警備を命じられ、出兵した経験から、ロシアにたいして重大な関心を寄せていた。
仙台藩の洋学機関としては、「養賢堂」における「蘭学和解方」（文政四年［一八一二］設置）をもって噴矢とする。養賢堂の学頭。
お
お
つ
ぎ
へ
い
せ
ん
大槻平泉（’七七一二～’八四九、儒者）は、四十年の長きにわたり学頭の職にあったのだが、洋学の必要をみとめ、文政十一年（’八
長崎の蘭通詞のなかでも中山得十郎（のち作三郎）は、ロシア語をよくした一人らしい。かれは文化元年二八○四）九月、ロシア
流民四名をともなった遣日使節レザーノフの一行が長崎に来航したとき、日露の交渉にあたり、「魯西亜滞船日記」を残したが、そ
カラプリ（軍艦）
ワーシュ・ゴスダリャ（貴国の国王）
フヴォストフ（フヴォストフ）
アゴーーー（砲火）
カ
ラ
フ
タ
（
サ
ハ
、
ロ
シ
ア
ノ
＊ （サハリン）
（慨）
文章のところどころしか分からない、
というと、その場にいた日本人は腹をかかえて笑った。すると老
(46）１０５ 
日本洋学史
（腿）
辞職したよ》っだ。
た
ん
げ
ん
（町）
二八）門下生の小野寺大助（のち玄適または丹一工、一八○○～七六）を長崎に遊学させた。
丹元は長崎滞在ちゅう、皓台寺に起居し、蘭通詞中山得十郎（作三郎）についてオランダ語をまなび、同語によってロシア語をも研
究した。嘉永二年（’八四九）九月、同藩の儒者国分平蔵をともない再度長崎におもむき、翌年の四月下旬に帰国した。このとき養賢
堂
の
洋
学
科
の
た
め
に
、
オ
ラ
ン
ダ
語
や
ロ
シ
ア
語
の
書
物
を
も
と
め
た
。
嘉永一一一年（一八五○）四月、「蘭学和解方」に「魯西亜学和解方」が併置されたので、丹元はロシア語の教師となった。安政三年
（一八五六）丹元は蘭学局総裁に進み、さらに安政六年（’八五九）四月、幕命により蕃書調所教授手伝役に任じられたが、数年後に
丹元は明治六年（一八七三）ふたたび上京し、同九年（’八七六）一月よわい七十七歳で東京において没した。生前の業績としては、
「魯西亜国字」（ロシア文字を記した一枚刷、天保五年［’八三四］刊）、「救世一方」（ペスト論の訳述、安政三年［’八五六］刊）、
「新訳外国形勢略乗」（地理書の訳述、未詳）などのほか、オランダ語の師中山作三郎と共訳した「魯西亜国史」がある。
仙台藩が購求したロシア語書籍のうち、現存するものは、十点ほどである。が、この中にはロシア史、物理、幾何、造船、航海測量
などに関するものが含まれている。注目すべきは、丹元旧蔵のタシーチェフの仏露辞典（’七九八年ペテルスブルク刊、二巻本）であ
る
。これ
は
は
ざ
ら
が
み
に
印
刷
し
た
よ
う
な
本
で
あ
り
、
本
の
状
態
は
わ
る
い
。
これらのロシア語書籍は、いま宮城県立図書館に貴重書として架蔵されているが、つぎにその書名を掲げてみよう。
団口】げご○塵戸》口酔【ご己。四四国冨弓四宮函西口邑塑■。。■西『口困匹潭【○国富○つ。房四「。【凹頂の『ｏ丙○円○房○ロヨ］○四・［ロ・Ｐ］ロ臣『○円ロｍｅ壺迺ロ
ロロ・〆○℃・のＰ］の①］・［抑、×鰯、、厚さ師、一三二頁］
Ｐ
・
ヴ
ァ
リ
ロ
ン
ド
編
『
海
軍
幼
年
学
校
生
徒
の
た
め
の
航
海
教
程
』
Ｂ
・
プ
ロ
ホ
ロ
ェ
プ
に
よ
る
石
版
画
入
り
、
’
八
六
一
年
刊
。
104（47） 
同書の表紙はすでになく、状態はひじょうに悪い。
同書は、背の上と下の部分にすこし損傷があるが、この点をのぞくと、本の状態は良好である。
、
、
同書４（〕状態わるく、表紙の背がいたんでいる。水をかぶったようなしみが各所にみられる。
囚の面の四○農シ卯少己雪ｅ屋の曰西帛四・四・竃②ＰＣ四四房弓口の弓のロ。］ロ『》『雪ロ。『己ｍｅ二函』凸○つ○房口弓。【、ロの目。【口弓。【。ｐ餌］○口》］の、の．
［獅叩×焔、、厚さ２ｍ三五四頁］
固のｏの■四月Ｐｅｍｍ四二四■ゲェロ■『の。量の『己田函．ｎ口■尻目ロの目の已・ごロワョ函■○句ご囚ｅ輯西三○つ。【四日。【四画の弓。【囚司。【。ごロ］○四》］の⑪②．
［卵叩×蛎四厚さ約２ｍ’六四頁］
“のロの【○二》ｏ叩シＣ『ロ。壷○三困邑○○寓雷罰○つの■○『ロロ【○つ口。■のｐｇ宍画の函要型．Ｃロエ丙日出の弓のロ。］ロロヨ畠ロ。『己ｍｅ■■三。ご○【口『ｏ門口■の『Ｃ‐
圃弓・【○℃目目》］の①］・［躯叩×噸叩、厚さ那叩六一○頁］
Ａ・ゼレノイ編『算術書」一八五八年刊。
ｓｏゼレノィ編『航海用の天文学』一八六一年刊。ペテルスプルクの海軍兵学校で刷る。
Ｓ・ベセラゴ少佐編『初等幾可学』一八五三年刊。ペテルスプルクの海軍兵学校で刷る。
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田瀞篭骨囚
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｢牒票ｍｅ鶚趙′露４，Ｗ窪ｅ言+H匿期miKu旺二,｡黒}J二岬魎転。’１，１価－Ｈ１、′離連筈聖椰辻」｜＜団○職＝。
同書は大版であり、背のうえに損傷があり、また表紙は取れており、状態はひじょうに悪い。
同書の状態はよい。巻尾に地図が数葉ついている。
同書の状態はわるく、表紙も半分ほど欠落している。
『ロョロ罰筥○Ｐ出”勺ご○。【口餌国
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ロ蜀丙Ｐ』竝国囚迫ｇ宍の堅田のｏｎ四○国望屈〆雪四塁口』
同ロ四ｓ雪出シニ。ご○【四門○戸（窪軍雪。円のご○『■四・］の①。。
Ｄ・ピイカ著『造船にじっさい応用する、造船術の基礎的かつざん新な解説書』一八六○年刊。第二部ｌ「造船のじっさいについての入門書」
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だ
い
ぜ
ん
｝」の稿本の表紙の色は、黄褐色であり、題策には「…文字」とあるだけで、書名はほとんど消えてしまっている。
け
い
せ
ん
青色の罫線が引かれた用菱には、「開物全書」の文字がみられる。漢語の「開物」とは、人がまだ知らない所を開いてやる意し」解せ
られる。が、椿庵はいつごろこの稿本を執筆したものか明らかでない。おそらく、文化・文政から天保年間（一八一一○年～一一一○年代）
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「魯西亜字音考」（翫叩×灯皿厚さ叩四
といった、自筆稿本（貴重本）が架蔵されている。
が、早稲田大学中央図書館に、
ある。 タシーチェフの「仏露辞典」（第二版）は、国内に何点か現存する。かってゴロヴーーンが千島列島の国後に上陸したとき、同書を携
えており、旧幕府の蔵書のなかにも同辞典の第二巻があり、いま静岡県立図書館（葵文庫）に収蔵されている。なお一橋大学附属図書
館には第一巻（こげ茶色の皮装、「東京商業図書」とある）のみがある。上巻、下巻ともにそろっているのは、宮城県立図書館だけで
江戸後期の蘭学者・宇田川椿庵（一七九八～一八四六）は、オランダ語のほかラテン語、英語、ドイツ語、ロシア語などもかじった
『口弓三房のロ国三雪国叩。○■ェ○雪ｅ己ロェニ〕②。【◎弓唇ｂｏＣｏ昌琴。【○雪豈の【Ｃ雪【○西ずつ◎ず。○○回ゲ■エ塑司○雪②回国エ壺迺』の【○冨丙○エロｅ已凹，函
二］⑭Ｃ【○宝。①ロの口の房のエェ臣宝Ⅱ□一○〔】ｏｐＢＲの○○日□］ｇ洋山ｐＣｏ】、の（『ロのの⑪ＣＯ目已○の①のロ『一四Ｑの『己の『の⑩＆（］○口Ｑのｏの｝巳□の一》シｏｐＱの『巳の
、
可目○・一の①・画・雪目・『○三・］－い、口受『。の雪のｇ旨口唇旨の日日・貝・琴弓冒・目喜菖．〕『①Ｐ［卿叩×蠅叩、厚さ狙叩、｜巻は九
五七頁一一巻は八一一一八頁］
フランス・アカデミーの最新刊にもとづいて編んだ『仏露辞典』第一一版。政府顧問であるＪ・ドゥ・タシーチェフ氏が、訂正増補されたフラ
ンス語の元版を入念に突き合わせたもの。一七九八年ペテルスプルクの帝国印刷局のＪ・Ｊ・バイトプレヒト社から刊行。
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⑤②（菌⑫）
日本洋学史
であった。志賀は幼い時分からロシア人の宿舎に出入りし、そこでロシア語を覚え、プチャーチンー行ちゅうの中国語通訳ゴシケヴィ
（剛）
ツチ（のち初代箱館領事）やゴンチャロフ（ロシアの作家、プチャーチン提督の秘書）などからロシア語の指導を書つけたとされる。
安政元年（一八五四）四月、志賀は再来日したプチャーチンの軍艦にのって下田におもむき、また同五年（一八五八）ロシア軍艦
「アスコリド」号が長崎に来泊すると、稲佐の悟真寺に滞在を許可された乗組士官の取締を命じられ、士官ムハノフについて西洋事情
を聴き、かつロシア語を学んだ。文久元年（一八六一）九月、箱館港備付蟇肘用船「健順九」乗組通弁を命じられ、同船にのり、同一一
（Ⅲ） 
年一二月箱館奉行組下同心に召抱えられ、その後箱館に在勤した。
ロシアは、箱館に領事館を設置することになり、その初代領事として、ゴシヶヴィッチが家族や館員をともない安政五年（一八五八）
九月に着任した。ゴシヶヴィッチは志賀を愛し、つねに館内に留め、かたわらロシア語を志賀をはじめ役人やその子弟に教授した。
（噸）
当時、箱館にはロシア語に通じた者がいなかったので、奉行所は志賀を教師とし、同所の役人らにロシア語をｑまなばせた。
ゴシヶヴィッチは、ロシア語に通じた通訳を養成する必要から、箱館奉行の柴田日向守や小出大和守にロシア本国に留堂生を派遣す
ることを勧め、また閣老にも進言するために、志賀や宣教師ニコライをともない江戸にむかい、要路のひとびとを説得した。幕府はつ
いにかれの意見を容れ、ロシアへ留学生を送り出すことに決した。
しかし、嘉永六年（’八五三）七口
崎
に
や
っ
て
来
て
、
千
島
・
サ
ハ
リ
ン
臼
き率先してロシア語をまなんだのは、
志
賀
浦
太
郎
二
八
【
諸岡栄之助（不詳）
せ
鱗
れ
大砲差図役下役並勤方寅之助悴・同蘭学稽古人世話心得
村
越
只
次
郎
組
仮
抱
人
同
心
・
新
吉
次
男
（一八四二～一九一六、稲佐の庄屋・志賀和四郎の長男）
八五三）七月ペリーの来航につづいてロシア使節プチャーチン提督が軍艦「パルラダ」ほか三艦をひきいて長
サハリンの国境の画定と通商条約締結を要求するにいたり、ふたたびロシア語の研究の必要が生じた。このと
小沢清次郎（十三歳）
田
中
次
郎
（
十
五
歳
）
9８（53） 
ロシア留学生の人選は、幕府の学問所（開成所）で、独。蘭。仏・英などの外国語をまなんでいた旗本や御家人のなかから選び、世
話
役
兼
取
締
と
し
て
箱
館
奉
行
支
配
む
き
の
者
（
山
内
作
左
衛
門
）
を
一
人
つ
け
た
。
ところが、志賀は突如留学を取り消された。かれはかねてペテルスプルクでロシア語を学ぶことを熱望していたが、放埒な生活を送
ったあげく、大きな借金をこしらえ、また女性問題もからんだために当局の忌謹にふれ、そのため留学を取り消されたようである。
結局、山内以下五名は、慶応元年七月二十七日（一八六五・九・’六）露艦ポガテールにのり箱館を出帆し、翌慶応一一年二月九日
（一一一・二五）フランスのシェルブール港で下船し、陸路ペテルスブルクにむかい、露都には二月十六日（四・一）に到着した。
ペテルスブルクに着いた幕生六名は、折から帰国中のゴシヶヴィッチ宅で四泊したのち、借家に移った。ロシア語の学習は、はじめ
めいめいで自習し、ときどきゴシヶヴィッチ、ゴンチャーロフ、ほか三名の教師から語学・歴史・数学などを学んだ。が、語学の進捗
学生取締の山内が、故国にいる家族に出した私信によると、ロシアでの暮らしが五ヵ月になると、新聞や一般書が拾いよみできるよ
うになり、聴取の力もすこしはついたと述べている。いちばん群易したのはロシア文法と会話であり、ここ一一、三年は素読同様であろ
うと語っている。慶応二年の暮までにめいめい専攻科目も決まったが、専門学校や大学に入るにしても語学力は十分とはいえなかった。
ロシア学についての成果が上がらぬうちに、慶応三年山内作左衛門が健康上の理由から帰国の途につき、同四年こんどは幕府崩壊に（剛）
ともない緒方、大築、田中、小沢ら四名が帰国した。市川文士ロは帰国の道をえらばず、プチャーチン伯爵邸（キロシュナャ十八番地）
に身を寄せ、ゴンチャロフほか三人の教師からひきつづきロシア語・歴史・数学の個人指導をうけ、明治六年（一八七一一一）九月、約八
めいめいで自習し、Ｌ
は
の
ろ
か
っ
た
よ
う
だ
。
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（剛）
また当時、広運館の学生は、三四九人ほどであり、英学生は一一一名、フランス語学生は四八名、ロシア語学生は一一一名であった。
現「東京外国語大学」の前身である「東京外国語学校」は、明治維新後に創設された唯一の官学のロシア語教育機関であり、明治六
年（一八七三）の創立である。当初、同校の学科は英語、フランス語、ドイツ語、ロシア語、情国語の五カ国語であった。明治十八年
（一八八五）には、東京商業学校（のちの高等商業学校、一橋大学）に吸収合併され、翌年一月には廃校となるが、同三十年（一八九
七）高等商業学校付属外国語学校となり、同三十一一年に独立し、ふたたび「東京外国語学校」として返り咲いた。
昭和十九年（’九四四）、「東京外事専門学校」と改称し、同二十四年大学となった。
（伽）
創設時から明治十年代ごろまでのロシア語教員には、つぎのような人々がいる。
われる。
元治元年（一八六四）正月、長崎の大村町に「語学所」（のち「済美館」「広運館」と改称）が設けられ、英語・フランス語・ロシア
（噸）
語の一一一ヵ国語を教授することになり、語学の学習に熱心なものは誰でも入学できた。ロシア語についていえば、同年十二月、長崎奉行
服部左衛門尉（文久３．４～慶応２．８まで在任、のち勘定奉行）は、滞泊ちゅうのロシア艦の艦長（氏名不明）に書簡をおくり、貴
（噸）
艦の乗組員一名を教師とし、当港のオランダ、唐通詞らにロシア壷叩を教えてほしい、と依頼した。
このとき植村作七郎、志築禎之助、郷右十郎、願川保三郎、林道三郎、佐藤鱗太郎ら六名が、ロシア語の手ほどきを受けたものと恩
先の「語学所」が設立一
の
よ
う
な
姓
名
が
み
ら
れ
る
。
年ぶりに故国日本の土をふんだ。
安政の開港以来、長崎に英米露仏などの艦船がひんぱ，
じた通詞が必要になり、幕府は諸外国語の兼学を勧めた。
（、）
魯
語
小
句
読
…
…
山
本
貞
逸
魯語教導助……諸岡栄之助
が設立されたときのロシア語の教師名は明らかでないが、明治三年二八七○）当時の「広運館」の職員録に、つぎ
長崎に英米露仏などの艦船がひんぱんに来泊するようになると、オランダ語だけでは用をなさず、各国の言語に通
9６（55） 
七九）二月、市川はロシア語の教員として復職した。
（叩）
柳田二郎というのは、もとに幕府ロシア留学生の田中二郎のことであるらしい。トラクテンベルクというのは、箱館のロシア領事館
からの出向であったが、だらしなく、休講が多いために解雇された。
維新後の明治五年（一八七二）は、学制が発布され、国民皆学の方針が示された年でもあるが、西洋文化摂取のために外国語を教え
る私塾や学校が各所に誕生した。いちばん優勢であったのは、英学塾であり、ついでドイツ語、フランス語の塾がつづいた。ロシア語
学習熟は、これらの言葉に比べると見るかげもないが、明治二十年代以降になると、ささやかではあるが、ロシア語学習が高まりをみ
な
ど
が
い
る
。
市川は幕末から明治初年まで、ペテルスプルクに約八ヵ年滞在し、その間にロシア語を学んだのであるが、教鞭をとった期間は一年
にも満たなかった。かれは明治七年二八七四）特命全権公使榎本武場の通訳として渡麓するからである。しかし、明治十二年（一八
学習熱は、これＰ
せるようになる。
（Ⅶ） 
いま幕末から大正初期あたりまで、ロシア語を教えた官立の学校、私塾、私学校を一覧表にしてかかげると、つぎのようになる。
［氏名］
［就職年月］
市川文吉［東京］
一ハ・一――
柳田二郎［東京］
七・三（？）
大前退蔵［小倉］
７
．
 
（
夕
う
へ
テ
ン
）
ト
ラ
ク
テ
ン
ベ
ル
グ
［
ド
イ
ツ
］
７
‐
［所在地］
長
崎
函
館
［名称］
「語学所」（英、仏、露を教える、のち「済美館」「広運館」と改称）
「開拓使立函館学校」（のち、「魯語学校」「松蔭学校」「元町学校」と改称）
７
．
 
八・九（？）
［退職年月］
？
。７．
 
［創立から廃校までの年月］
元
治
元
～
明
治
四
～
同
八
(56）９５ 
日本洋学史
福
井
東
京
函
館
京
都
東
京 函小函東東東東函函長函東東東函仙函
館樽館京京京京館館崎館京京京館台館
〆、
？ 
、－’
「ニコライ塾」
仙台藩の藩校「養賢堂」の蘭学局内における「魯西亜学和解方」
「官立函館学校」（のち「官立露学校」と改称）
「東京外国語学校」（のち「東京外事専門学校」「東京外国語大学」と改称）
「神学校」（のち「正教神学校」「一一コライ露語学院」と改称）
「女子神学校」
「私立函館露語学校」（のち「開有学校」と改称）
「私立露語学舎」
「函館露語研究会」
と
も
え
「巴学校」（露語科）
「鰯西亜語学校」
「東邦協会付属露西亜語学校」
「露学館」（「神田成立学舎」内に設立）
「灘西Ⅱ語学校」（「通信露学会」が設立）
「北海道庁立函館商業学校」（第二外国語としてロシア語を教える）
「露語研究会」
「函館英語学校」（露語科を設置）
「京都法政学校」（同校のなかに「私立東方語学校」を設け、中国語とロシア語を教える）
「私立東洋植民学校」（英、シャム、露、中、韓その他を教える）
「敦賀町立乙種商業学校」（本科においてロシア語を教える）
「正則露語教授露国婦人」（Ｍ・コンデ・レンガルデンという者が設けた私塾）
「露語講習会」
明明明明明明明明明明明明明明明明明明明明万明治治治治治治治治治治治治治治治治治治治治延治四三三三三三三三二二？二二二二一一一六五元四二九九八六五三一九四’四四三三九七六・・１．１１１へｌＩｌＩｌｌ同．’へ１１へ’八一明ニワ７７７７７７７７？――？？？？？？Ｉ○治１ｍ●のP●◆■■巳中一七１－￣？’四？、､'
１同１１？？？ 
七
● 
9４（57） 
ロシアに漂着した邦人が、現地でくら一
間
を
う
け
た
と
き
に
提
出
し
た
り
、
あ
る
い
は
［
短文などをかなり含んでいる場合がある。
民
た
ち
が
ハ
ワ
イ
、
ア
ラ
ス
カ
、
年
二
八
四
九
］
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
に
、
伊
勢
国
の
漂
流
民
光
太
夫
ら
の
体
験
談
を
筆
録
し
た
『
北
様
聞
略
』
（
十
一
巻
と
附
録
桂
川
甫
周
撰
寛
政
六
年
三
七
九
四
］
）
、
仙
台
の
漂
流
民
津
太
夫
ら
の
漂
流
談
を
記
録
し
た
『
環
海
異
聞
（
十
五
巻
大
槻
玄
沢
撰
文
化
四
年
二
八
○
七
］
）
、
越
中
富
山
の
漂
流
民
た
ち
が
ハ
ワ
イ
、
ア
ラ
ス
カ
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
と
漂
泊
し
た
と
き
の
聞
書
を
編
ん
だ
「
時
規
物
語
』
（
十
巻
遠
藤
高
環
編
嘉
永
二
日本人が編述した、初期のロシア語学書の大半は稿本や写本のままの場合がほとんどである。ロシア語関係の語学書が刊本として姿
をあらわすのは幕末になってからである。いま語学書（稿本、写本をふくむ）を古い順に一覧表にしてかかげると、つぎのようになる。
幕末・明治初期のロシア語学書。
［稿本］「魯西亜文字集」
「艶姿文筌」
東
京
東
京
＊ 
「私立早稲田外国語学校」（英、独、仏、西、露、中国語などを教える）
「私立東京植民貿易語学校」（英、独、露、南洋・南米語、中国語その他を教える）
現
地
で
く
ら
す
間
に
ロ
シ
ア
語
を
耳
で
聞
い
て
記
憶
し
た
り
、
と
き
に
メ
モ
に
と
っ
た
り
し
た
も
の
を
、
帰
国
後
役
人
の
審
、
あ
る
い
は
見
聞
を
口
述
し
た
も
の
を
発
問
者
が
記
録
し
た
の
が
漂
流
記
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
ロ
シ
ア
語
蕊
や
会
話
用
の
'－，／￣、
￣－ 
冊冊
源
有
著
寛
政
八
年
内
閣
文
庫
蔵
）
前
田
恭
庵
撰
文
化
八
年
函
館
市
立
図
書
館
蔵
）
大
正
（
？
）
～
？
大
正
八
（
？
）
～
？
(58）９３ 
日本洋学史
［稿本または写本］成立年不詳のもの。
「光太夫魯西亜語覚書」
「魯西亜いろは」
「羅甸文字魯西亜字」
「魯西亜寄語」
「魯西亜辨語」
「魯西亜国字反切音訳」
「ヲロシヤ風道法井言葉」
「露語和訳」
「おろすけ人言」
「ヲロシヤ国方言」
「ヲロシヤノ言」
「ヲロシヤノ言」
「魯西亜学筌」
「魯西亜辞書」
醐醜ゴロウニン口述露語控」
繩文法規範」
「魯語」
「魯話和訳」
「魯西亜文典」
（
一
冊
山
村
昌
永
撰
静
嘉
堂
文
庫
蔵
）
（
一
冊
桂
川
中
良
筆
記
内
閣
文
庫
蔵
）
（
二
冊
著
者
不
詳
内
閣
文
庫
蔵
）
二
冊
著
者
不
詳
静
嘉
堂
文
庫
蔵
）
（
一
冊
著
者
不
詳
函
館
市
立
図
書
館
蔵
）
（一冊一一コライ箸（？）蜀辮鑑榴“共編函館市立図書館蔵）
（
一
冊
著
者
不
詳
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
（安芸の久蔵の漂流談「魯斉亜国漂流聞書」）のなかにみられるもの）
ご
冊
督
乗
丸
の
漂
民
・
小
栗
重
吉
著
個
人
蔵
）
二
冊
同
右
東
京
外
国
語
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
二
冊
足
立
左
内
訳
撰
）
二
冊
足
立
左
内
撰
）
二
冊
大
黒
屋
光
一
二
冊
著
者
不
詳
）
二
冊
（五冊
（一冊
二
冊
二
冊
大
黒
屋
光
太
夫
？
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
蔵
）
文
化
十
年
函
館
市
立
図
書
館
蔵
）
馬
場
佐
十
郎
訳
文
化
十
年
？
静
嘉
堂
文
庫
蔵
）
馬
場
佐
十
郎
文
化
十
年
静
嘉
堂
文
庫
蔵
）
ニコラィ著勤噸》“蛎訓一一一輪魯鈍慶応三年個人蔵）
千
葉
文
爾
訳
明
治
初
年
静
嘉
堂
文
庫
蔵
）
9２（59） 
邦人の編述になるロシア語学書についての研究には、松村明の「幕末期ロシア語学書についての覚書」（『季刊文学・語学』第三
三号）や中村喜和の「日本におけるロシア語辞典の歴史ｌ江戸時代から一九四五年まで」（「窓」別冊『ロシア語の辞書』（昭和弱・３、
ナウカ株式会社）、米重文樹の「ロシア語辞典略年譜（’八七一～’九九八）（『日本人とロシア語１１ロシア語教育の歴史』所収、平
［刊本］ 「魯斎亜語小妙」
「ロシア語辞書」
「Ｐ－Ｈ寿路和里」
「蝦夷語鑓』
二
冊
上
原
先
生
箸
豊
雲
襖
蔵
版
嘉
永
七
年
刊
）
『
蝦
夷
語
菱
附
録
魯
西
亜
言
語
』
（
一
冊
上
原
熊
治
郎
撰
安
政
元
年
刊
）
『魯西亜字筌』
（
折
本
一
冊
榊
令
輔
訳
江
戸
・
山
城
屋
佐
兵
衛
安
政
三
年
刊
）
『魯西亜伊呂波」
．
（
奥
州
箱
館
住
常
木
重
吉
工
文
久
元
年
刊
）
『ろしやのいろは』
（
一
冊
イ
ワ
ン
・
マ
ホ
ワ
撰
文
久
元
年
刊
）
「呂西亜単語篇』
（
長
崎
・
晩
成
舎
明
治
四
年
刊
）
『露和袖珠字奨』
（
高
須
治
輔
編
渡
辺
至
君
序
東
京
・
丸
善
明
治
四
年
刊
）
『横文字いろは』
（
一
冊
著
者
不
詳
明
治
五
年
？
）
『魑酵魯語柱礎全」
二
冊
大
島
良
一
訳
東
京
書
林
明
治
五
年
）
『魯和字典』
（一一コライ、小野荘五郎、真岡温治編明治五年？）
「魯語菱』
（
二
冊
緒
方
惟
孝
著
開
拓
使
蔵
版
明
治
六
年
刊
）
「露和字薬』
（
上
・
下
の
二
冊
、
文
部
省
編
輯
局
明
治
二
十
年
刊
）
二
冊
著
者
不
詳
東
京
外
国
語
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
（
洋
紙
横
綴
ペ
ン
書
明
治
初
年
の
写
し
香
川
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
（一種の露和辞典、明治八年ごろ東京のニコラィ塾で用いられた？）
(60）９１ 
日本洋学史 成血。、、ナウカ株式会社）などがある。
架蔵されている。
同
書
は
何
度
か
再
刊
さ
れ
た
よ
う
で
、
嘉
溌
鈴木喜右衛門）からふたたび刊行された。
もうすこし補足的にのべておこう。
『横文字いろは』ｎｍ×噸叩、厚さ叱叩）は、東京外国語大学附属図書館の貴重本である。表紙は仮につけたもので、奥付もない。
和とじ、木版で十二葉からなる。新庄堂梓とある。ロシア語の簡単な入門書のようなものである。
折本の「魯西亜字筌」（、、×妬、）は、「例言」に「僅少ノ小冊子卜錐モ彼ノ字ヲ学フニ小補ナヵル可ラズ」とあるように、ロシア
語の手引書（木版）である。本文のはじめに来るのはロシア語のアルファベットと日本語、オランダ語の対音であり、そのあと日本語
の名詞（空、風、海など）や動詞（飲む、書く、寝るなど）が来る。そしてふたたび名詞（舩、机、酒など）が来、さいごは短い会話
文二行（イカャオクラシナサル、メデタキヒヲ）でおわっている。
同書の主要部分を構成しているのは、名詞（八十七）を中心とする単語であり、縦に日本語、ロシア語、オランダ語の順で組んでぁ
『蝦夷語菱」（噸、×皿叩、厚さ１四は、何種類か異本があるようだが、早稲田大学中央図書館に貴重書として架蔵されているもの
（安政元）
は、扉に「上原先生箸蝦夷語菱豊雲樫上梓」とあり、奥付に「嘉永七甲寅仲夏新刻豊雲襖蔵版」とある。
「序」は付いてはいない。同書は日本語とアイヌ語との対訳式単語集ではある。が、巻頭に「天地部、人物部、肢体部、世事部」な
ど日本語とロシア語の単語がかかげてあり、巻尾には熟語が数ページにわたってみられる。
同書は何度か再刊されたようで、嘉氷七年（安政元年）には江戸の文苑閣から、さらに明治四年には東京書林（日本橋通十軒店
し
ょ
う
し
ょ
う
「魯斎亜語小妙」（写本、ｐｍｘ繩叩、厚さ〃叩）は、一一一十一一一葉から成る。はじめに「アベゥェ」一一一十一一一文字の槽書体とその草体
（くずし字）が来、つぎに数量字（数詞）、鳥・風・月・鶴や方角（東西南北）をあらわすやさしい単語がくる。
ついで文化年間に、ロシアから帰国した漂流民についての記事がみられる。この写本は、東京外国語大学附属図書館に貴重本として
いずれもロシア語学の専門家によるすぐれた先行研究であり、いまさら付け加えることはほとんどないが、語学書の何点かについて
9０（61） 
る。ロシア語やオランダ語には、一
本
橋
通
弐
丁
目
山
城
屋
佐
兵
衛
」
１
安政三年二八五六）といえば、
任した。
『魯語菱上・下』（ｎｍ×肥皿厚さ蛆叩［上］、２ｍ［下］）（天地、時令、人倫、身体、疾病、宮室、服飾、飲食、医薬、器用、
兵言、金石）、下巻は（鳥獣、魚介、虫、草木、果実、数量、采色、言語、依頼名詞、添詞、代名詞、動詞）などから成っている。
同書はロシアヘ派遣された元幕生の緒方城治郎（惟孝）が著した唯一の著述である。「題言」によると、文明開化後、日本は外国と
の交際がさかんになり、また朝廷は北海道への移住と開拓を勧めるに至った。北方のロシアはわが隣国であるので、その国語を通じて
かの地の風俗や人情を知り、日本の備えとする必要がある、という。
借方は淵陪便より命じられて同書を編んだようで、「余二命シテ比篇ヲ輯セシム。余嘗テ露国二遊上其国語ヲ習上略其要領ヲ得クリ。
が来たあと、名詞がくる。ロシア語」
五
年
壬
申
晩
夏
刻
成
官
許
」
と
あ
る
。
因テ其日用ノ語ヲ集メ附スル…」（「題言」）
の
交
際
が
さ
か
ん
に
な
り
、
ま
た
朝
廷
は
北
海
道
へ
の
移
住
と
廃
拓
かの地の風俗や人情を知り、日本の備えとする必要がある
緒方は開拓便より命じられて同書を編んだようで、「余一
ヨ
テ
其
日
用
ノ
語
ヲ
黒
メ
肘
ス
ル
…
一
（
「
題
言
」
）
と
の
べ
て
い
る
。
語以上）がくるが、一
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
明治初期に現われた語学書は、いずれも木版であり、およそ実用に役立つものではなく、入門書にすぎなかった。辞引についていえ
ば、明治二十年代から、多少は役にたつものが徐々に姿をみせるようになった。『露和字鐘』（上・下、文部省編輯局、明治二十年二
ば、明治二十年代から、多少は役にたつものが徐々に壷
八八七）｜月刊）は、活版による最初の辞典であった。
忌畔魯語柱礎全』（木版）は、ロシア語のアルファベットと名音節にはじまり、このあと数詞、季節、曜日、暦の月、方位など
来たあと、名詞がくる。ロシア語にはすべてカタカナの発音がついている。奥付には「鰐“繼欝発見大島良一訳明治
はじめにロシア語のアルファベットと各音節がくる。このあと名詞などを中心とした日本語とそれに対応するロシア語の単語（三千
以上）がくるが、ロシア語はすべて筆記体であり、カタカナの発音がつけられている。同書は、和露の語い集または和麗辞典と呼べ
とある。
カタカナの発音がついている。
日露和親条約がむすばれて二年後のことであり、この年アメリカ人のハリスが駐日総領事として着
奥
付
に
は
「
榊
令
輔
箸
安
政
三
丙
辰
五
月
発
行
書
林
江
戸
日
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注 漂流民の耳学問によってはじまった日本人のロシア語学習は、蘭学者や蘭通詞たちによって継承され、さらに維新後は来日した宣教
師の塾や官立の外国語学校、私塾・私学校などで行なわれた。ロシア語はその後さらに帝国大学、私立大学、専門学校、陸海軍の学校
などでも教えられ、戦後は国公立および私立大学、専門学校（学院）などで引きつづき教授され、こんにちに至っている。
その後も大小の辞典が逐次刊行されるのであるが、持ちはこびに便利で、しかも引きやすく、実用に足る辞典があらわれるのは昭和
十年代であった。
（４）搾即陣》”ンスキー着『ロシア人の日本発見』（北海道大学図書刊行会、昭和六十一年一一月）、四四頁・
アトラソフが、このとらわれ人（デンベイ）を発見したのは、イチャ川であったという記事が、Ｇ・Ｐ・ミューラーの
Ｃ、８量の蔦の旨言い、日行の、雇駕②』。Ｓ畠：②８荷②§盲ミミの冒凰鳥曾冒、、。Ｂ§○戴§貝目貫ご爵行旨己・菖
量言Ｑご息ｇこ□ごミト埴質Ｃ荷冒崗寄ミミ』ミミ……。こく『四ｍのの薄目昌扇□の『シ一一のヨロ己。①旨『・○・℃・冒巳］の『》ご胃○・○・
（２） 
（３） 
（１）Ｓ．Ｐ．クラシェニンニコフ箸『カムチャッヵとクリル諸島史』（英訳）『鳶雷②ミビミ鐸『ロミ②＆貝百§＆爵⑮宍忌匙切ミミ冒烏
Ｏｏ屋員戴⑮切崔只言浸蜀菖忌冑冒⑭ゴロ荷＆屋畳雪』邑口Ｃ②ロョ只○巨厨・勺口匡】のすの□四〔勺の（の厨す。ロ『頤冒三の幻巨印の国ロ］四口ｎｐｐｍの・ウ】○ａの【ｏ帛弓の『
冨口］の⑩□囚ロロヰ山口⑫］四【のロヨ５ｐｐｍ』］のげす］］四目のいのユのぐの一言・ロ軍の一○○のの（の『叩勺ユコ芹の□す弓勾・宛巴【の⑪開○局目・］の魚の門］⑩の①。、日ロゴの【『。
の、ご》伊ｏｐ９ｏ己三・口○○姫Ｆ湧自ぐ［］「の←］・ロ・贋］
（黒龍会、明治三十七年九月、非売品）を参照。
高野明『日本とロシア』（紀伊国屋書店、昭和四十六年五月）、三三頁。
カムチャッヵ半島に住む原住民は、北部にコリャーク人、南部にカムチャダール人、ラムート人、クリール人などである（『堪察加薩恰漣』
＊ 
§
…
輿
○
鳥
馬
詠
句・ロ巨日四の
［と鐸香『香の
戸口己の風堅
田の三＆‐
8８（63） 
’古、〆■、’■、〆■、〆－，
９８７６５ 
、＝、-ノ、-〆、-〆、、〆
（
皿
）
注
（
２
）
の
三
四
～
三
九
頁
。
（、）堀竹雄「元禄享保間ロシアに於ける日本人」（『史学雑誌』第二十九編十二号所収）を参照。
（
、
）
注
（
２
）
の
四
○
頁
。
（⑬）注（８）の六六頁。
（ｕ）注（２）の四○頁。
（週）］・二・日【・口②。□・幻・Ｚ魚刮・ヨミ」くロゴ目：。、』｝べこロ、⑮ご」ｇ§』バロミ隊・冒忌Ｐのど⑲司貫目『冒具§Ｑごロヨ○種②己§②＆８口い』＆○ミヨＲ
』ヨ餌」（駒国ロゴ肩８鍾貫ＦｏｐＱｏｐ・の【已夢・国・の円・陣。Ｐ］の、Ｐｂ・］Ｓ
（焔）『＆晶国切凰息８ミミ⑮②甘蔦②ご日行切記園切⑩切符ざ智、＆のぃ８行②ａミロミ、、の冒斡ロ行床（葛『Ｃａ§〔罰の菖具日員『ｇ“行」８．ョ目。ごＱ「“
閂笘冒、乱倉ｎｏヨビロご旨（ト鎬観②ご寄圃只匿国⑯§⑯』ヨミ……○口ぐ『ロ、のの（『且已厨□の『シ］］の日四目Ｑの三『・○・勺・三口一一の『・己日○・○・句・ロロョ四ｍ・
曰。ｐ］の］・シシ目の一のａｍｐ〕・ｏｐ８冨日の‐冨一◎すの］幻の〕・富□○○Ｐ浅く旨［］『①の］・ロ・の←
（Ⅳ）○・勺・冨巨の『は、この川のことを国。』⑰○百冒用鼎貝と記している（［注］（肥）の自著（仏訳）の九四頁）。
（
畑
）
注
（
胆
）
の
一
二
頁
。
（⑬）廓訶榊一一一鱸訳『カムチャッヵの歴史ｌカムチャッヵ植民政策史」（大阪屋号書店、昭和十八年四月）、九頁。
（別）注（２）の四○頁。
田
保
橋
潔
『
増
訂
近
代
日
本
外
国
関
係
史
』
（
刀
江
書
院
、
昭
和
十
八
年
十
二
月
）
、
六
五
頁
。
回し・の。］ＱのＨは、自著宛湯§葛回§§図・ョ・貫意囚買欝旦思』Ｉ』忠Ｐ§」、８種ミミ葛：§荷い日員冒①「向暮＆違○誌②冒目のご言の記：‐
骨菖の巳○僑暮⑩団員詮０８口の『ｑ』ｍ日§亘三ミ苫匹言§（貝冒。｛員冒、口・ミ・『：曾騨ご凰登・冨のＳ暑の」§苛烈衝。；『ずの胃忌巨『四・
○一四『丙ｏｏｇｐ：］・○］のぐの］四口。．］①］←の一○一頁において、デンベイの名を。のすごの》としている。
日・日の』・シシ日禺のａ目］》８の国富閂ｏ冨呂の］幻の］．ご□○○Ｆ〆臼［］『の①］の九四頁にある。
○一四『丙ｏｏＨロロロロ］・○］のぐの旨ロ
注（２）の三四～三九頁。
注
（
２
）
の
五
一
頁
。
注
（
２
）
の
五
二
頁
。
注（２）の五二頁。
前掲ミューラーの九五頁。
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〆■、／■、〆、〆室、'－，〆■、〆■、〆宜、〆＝、〆■、
３７３６３５３４３３３２３１３０２９２８ 
、-〆、‐〆、－’、回ン、-ン、－ノ、－ゾ出=、、ノ出一'
（泌）搾俳陣謝紳、ラヰー憩胃
（肥）注（咀）の二一一頁。
（幻）の①。『胸のシ］の滉凹ロロの同
（型）注（２）の五二頁。
【ミヨ②○香自室寓鈩ロョ＆」口、ロ苫》ｚの肴曰。『丙・シロローの８コ四口Ｑ〔
（
羽
）
注
（
１
）
の
二
四
二
頁
。
原
文
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
シ（一口の。命【の目『ロの□『『ｏロ］旨②〕○口目の『（・旨曹厨萱（
（皿）注（２）の四二頁。
（犯）勺の『ｑ巨日ｏｐｏＥＣ－
Ｆ・Ａ・ゴルダーは、デンベイが発見されたときの様子、ロシア皇帝の謁見、ロシア語学習を命じられたこと、洗礼名などについてつぎのよ
う
に
記
し
て
い
る
。
および注（２）の四八一
の。シ・缶のロの①ニロ、の
ｏＥの□・
注注（２）の五三頁。
注
（
２
）
の
五
三
頁
。
注（羽）の三○頁。
デンベィが大帝の謁見をうけた日をＦ・Ａ・ゴルダーは、一七○二年一月八日としている。同人の自著の一○一頁の「注」をみよ。
【口『一国口の□の丙の『“国眉烏討９㎡宛窪闇員【閂一国、の：穴の『勺目］］、可の『・ＰのＳ巳い］①］一ら・巴②
エリ・責．ベルグ箸『カムチャッカ発見とベーリング探険」（龍吟社、昭和十七年十一月）、’八七～一八八頁。
小
場
有
米
訳
肥駆蛎ク箸『ロシアと日本Ｉその交流の歴史』（釿
注（訂）の一一九頁。および注（妬）の四八頁を参照。
の①。『、のシ］の箇己の『旧のロの①ロ自冨用置いい冒斡、《＆Ｓｇｐａ」ｇ§－用房８－』ｇ§田③幻③貫再・菖切・勺『旨、の｛ｏロロヨぐの『のご勺『の⑪の】ＳｍＰｐｍの
よ
び
注
（
２
）
の
四
八
頁
を
参
照
。
Ｓ・ズナメンスキー箸『ロシア人の日本発見」（北海道大学図書刊行会、昭和六十一年一一月）、四七頁・
秋
月
俊
幸
訳
勺の『『］富８．口・巨各○・一一旨の如邑『ごロに⑮＆。【§暑の』ミ○○列「司言ロト§口舌ミ鳥苣暮「・量召ｍＳ３Ｐ目ミヨ風骨ミミゴミ８②ミミミ３．ミ賃
【冒切○香自室寓鈩ロョ＆」口、ロ苫》ｚの肴曰。『丙・少己已の８コ四口Ｑ○○日□四口『》』、のＰｂ・“山の
および平岡雅英著『日露交渉史話」（筑摩書房、昭和十九年一月）の一四五頁を参照。
（新時代社、昭和五十六年二月）、二八頁。
（すの西口。。｛
］ロー］］『。Ｐ四コ□ず『○口、。〔ｍ－ｏ口、三三茸すず胃ロ【すの」ロＣＰ苫⑮功⑩すの面凹・門のの‐
8６（65） 
〆ﾛ、グー、〆■、グー、〆へグー、〆へ'-，〆へ〆~、４７４６４５４４４３４２４１４０３９３８ 、-’、ン～ノ、.ソミーノ、.’、-'、､ノ、三、-’ 句○一一○二ゴロ、芹冨⑩の滉已一○一→鈩庁一四のＣ命日日。ご①。。ｇごロ｛○号の昌甘ロ四国ぐのＨ－ｍｐＱ芹辱閂の面の可の四『。。［ロ⑪斤国ロ、臼百の一・四のＣ四℃ごくの》葛可○日牙のロ四‐
感くの⑪、巴］の。ｐ幻巨めい一ロゴごワロ芹諄「ず◎ＲＥ『口の○○口庁庁ｏすの口⑪ゴ】己冒『の。汽の。］餌ロ、ロの⑩の．（□・］。］）
ロの⑫写○口］□すのごＨｏ巨的面←ず⑪命。『のゴゴゴ凹芹芹亘⑰のロユ】、
芹画の（三Ｃ丘四・国］ＣｐｍｏＣ口ぐの『、囚芦○ヨロごＣＥ（］、ロロロ。
勺の→①『ｏＨ９のＨの□芹ロ呉Ｈ荷○琶⑩⑫写○口］○ヶの旨、（『色○戸の９言（ゴの幻巨⑫②冒口」山口ｍｐｍ、の四口□芹毎回庁己の⑪可○口］Ｑ冒鷺Ｈｐｏ【（ずの幻巨の、甘口の旨］四℃四‐
ロのｍの。旨］「］ＣＣＳ冒三ごｍ⑫９℃ロの巴四二。８○戸夢の口四日の。【のロ。『計（・曰冨⑩ｂ８：』⑩．⑪。甘『、⑩六コｇごロ・尋。怠『風」ｇｐ旨い悶冒幻冒勿冒
再園⑭曾冒②自営Ｐｏ８ｚｏぐ・】、。］］．
また同ページの脚注に、つぎのような記事がみられる。イタリック体は、引用者による。
シ（一四⑩Ｃ【（○○丙讐の］四℃、ロ①の①》葛宮。⑪のロ日ロのご国の□＆蔦．（。岳のレロ四・日Ｈ・ミゴの口囿の芹の『号の⑦『の閏ｐ８ａａｂ８：可の円のロロ⑦の（のＱ夢昌
』ゆず。ｐ］回すのごＨｏ巨珂面←ず⑪命。『の三日９号⑰の口『］瀞の岸ごｏ閉び］①ヨ。日のロ庁．。□］、ロロ四吋］②）得『。“『ロ⑮○苗③ゴロ②已司⑰、のロ（の。（ＯＢの○園口飼四口●
平岡雅英『日露交渉史話』、一四五～一四六頁。
注（８）の六七頁。
注（羽）の三一頁。、
注（１）の一四六頁。
注（１）の二四八頁。
注（１）の二四八香
注（羽）の三一頁。
注（８）の六八頁。
注
（
鍋
）
の
一
六
四
～
注（４）の二四九頁。
注（兜）の一九七頁。
の一六四～一六五頁。
(66）８５ 
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〆~、'－，〆､〆~､〆~､グー、〆室、グー､〆■、ノー､ノー､〆~､〆へグー､〆~､〆へグー、〆■､〆へグー､ｸﾞｰ、グヘ６９６８６７６６６５６４６３６２６１６０５９５８５７５６５５５４５３５２５１５０４９４８ 、〆、ﾛｺﾞﾐｰﾉ、-ﾉ、.”、ﾛゴﾐｰﾉ、＝、.ノ、－〆禺三、－、_ｿﾞミーゾニゲ、ﾛゾﾐージ、二、ロノ、=〆ミーグ、.ゾ
注注注注往往
〆■、〆､’－，〆~、〆■、〆ヘ
６８５２２９６４３８２９ 
Ｎ二、-〆、-’培三迅.〆出.〆
注注往往往往
〆ヘ〆￣、／■、〆､〆￣、グー、
2９８８５４２９５４ 
■.〆貼一ノ、.’、-ゾ田一〆、=
のののののの
三七六二三二
六○九九六八
頁頁頁頁頁頁０｡。００｡
注（鋼）の一九九頁。
注注注
〆￣、グー、グー、
５１８５４ 
、‐'ミン、￣
にのの
お六二
な九八
じ頁頁
◎ロ。
○・少・田⑪ロ⑪の貝ロム骨
播磨楢吉「露国に於ける日本語学校の沿革」（『歴史雑誌』第三十三編第十号所収）を参照。
村山七郎「ロシア漂流民サニマについて」（『日本歴史』一一三二号所収）
村山七郎『漂流民の言語』（吉川弘文館、昭和四十年四月）、二八頁。
注
（
蛆
）
に
お
な
じ
。
注
（
肥
）
の
一
○
夛
注（４）の六一頁。
を参照。
に
お
な
じ
。
におなじ。
の三七頁。
の一四七頁。
の一○一頁。
8４（67） 
〆、〆へ〆、グヘ〆へ
８８８７８６８５８４ 
、､〆辿.ゾ、－四一、.ノ
'白、グー、グー、
８３８２８１ 
、-’、.'、-〆
〆■、’■、’■、／￣、〆￣、〆￣、〆、グー、'－，／■、’＝、
８０７９７８７７７６７５７４７３７２７１７０ 
、-ジ、-'、－ソ、-ソ、､ソ、.’、-'、-'、‐ノ、ﾛジ、､ノ漂流について」（『立正一
往（銘）の一四九頁。
村山七郎編『新スラヴ・日本語辞典』（ナゥカ株式会社、昭和六十年五月）、八頁。
注（ｕ）を参照。なお『北様聞略」の附録にそえられている「魯斉亜国都城図」（ペテルスプルクの地図の複製、光太夫が目を通し、地名を
ロ
シ
ア
文
字
か
ら
カ
タ
カ
ナ
に
う
つ
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
）
に
「
タ
カ
タ
リ
ッ
コ
イ
ス
ウ
ェ
ル
コ
諸
国
流
寓
ノ
者
ノ
寺
」
と
あ
る
が
、
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乗組員の氏名については、『江戸漂流記集第六巻』（三六～三七頁）、『日露交渉史話』（一四九～一五二頁）、木崎良平の「竹内徳兵術船の
流について」（『立正大学文学部論叢』五七）を参照。
注（、）の一三七頁。
注（鉛）の一四八頁。
注注注注注往往
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亀井高孝『光太夫の悲恋－大黒屋光太夫の研究」（吉川弘文館、昭和四十二年三月）、一三四頁。
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）
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頁
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の一三四頁。
の三○頁。
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の一三二言
の三七頁。
の一一ハーハ，～一
の一六六頁。
の一三二頁。
六七頁。
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Ａ卿KfCco卿"Ｓｃ"ｏｒＺｏｈｉｓＭＺ'ｂｓぴげＲ群ssfqLo"⑫｡〃,I8ZaPrintedforHenryColbum,２vols．
(露）輯（露）Ｗ櫛蟹｡
(＝）燭（詔）ＧＩ＝柳'１１１＜１１画(。
(扇）輯（圏）蝿輸雲。
(霊）露鴬曝｢署騨醗｣(;ﾛ三謝援'酉題十馴酉)'’一Ⅱ1回｡
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(三）「篝鱸離轤裂li蕊予'禦｣(『蝋e馴鱗員鋼鱒騨蝋曝｣'鶴'卿剛曝択ＩＫＫｍ蝋'脳Nl1l画)'馴○腿。
(三）輯（三）ｅ団側屈。
(三）組（三）ｅ曰隔11種｡
(＝）喋圃ｅ製里Ｗｇ１Ｗｅｍ侍くｅ田鶴型′鼠莫里箭・拙岬描斗､脾碍岬壗′トルＪ１・並『露鱈哩翻鍋』里喜角１J碍噸「趣画竃＝翻鼬画繍綱､K雪〈埋
畿｜辻」ｕ顛心暮岬鴫規型縄名聿裡。
(三）「劇橿｜頚鞠Ｎ１ＩｌＩＤＨｌ」鵯咄も埋三控函謹「雛凹屋墾１V紀」（lui骨′楓筈隅培）Ｗ輸堅:」狸。
(室）鰹共in回紳『Ｋ醗蝿謂揖.H<』（Np三誤悩麓′蟹晨Ｋ÷｜堵11画)'１罠１１画(。
(＝）「圏嬉｜曇鞠Ｍ１他￥＋早｣。
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押瑚一灘繊『日本幽因記
注（川）の一八八頁。
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冒冒用爵Ｓ且『ｏ一目》勺１日巴崗○円霞のロｇｏｏ］ずロ『口》Ｐｏｐ。。Ｐ］②］、．□・］圏
辮擢蝿『日本俘虜実記
古賀十一一郎『長崎洋学史
注（”）の六四頁。
注（四）の二七二頁。
注（伽）の一一三五頁。
注（畑）の三二四～一
往（川）の一二三頁。
媚酎瀧癖『日本幽因記
辮鯉鵜『日本俘虜実記
注（咄）の一一一一八頁。
古賀＋二郎『醗釧鵬秋長崎の英語教育』（九州書房、昭和二十二年七月）、一○頁。
杉本っとむ鯏炉蘭語学の成立とその展開Ⅱ』（早稲田大学出版部、昭和五十二年一一一月）、五三九頁。
大友葛作辮蠅『環海異聞』（北光書房、昭和十九年八月）、一一八一頁。
『長崎叢書増補長崎暑史上巻一一一』（長崎市役所、大正十五年十二月）、一一五一～一一五三頁。
杉本っとむ『西洋人の日本語研究』（八坂書房、平成十一年十一月）、一六一頁。
注（”）の六三頁。
の一一一二四～三一
一五頁。 上』（岩波書店、昭和六十一年十一月）、三○五頁。
中』（岩波書店、昭和六十一年）、一三七頁。
下』（識談社、昭和五十九年五月）、二○一頁。
下』（講談社、昭和五十九年五月）、一九一頁。
上」（長崎文献社、昭和四十一年三月）、’九五頁。
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注（、）の六九～七○頁。
東京外国語学校編『東京外国語学校沿革」（昭和七年十一月）、四九～五三頁を参照。
日
本
ロ
シ
ア
文
学
会
編
真
人
と
ロ
シ
ア
籍
ｌ
ロ
シ
ア
籍
教
育
の
歴
史
』
（
ナ
ゥ
ヵ
株
式
会
社
、
平
成
十
二
年
十
月
）
、
四
ｏ
頁
．
薑
教
蟇
料
大
系
」
、
「
都
史
紀
要
十
七
東
京
の
各
種
学
校
二
日
本
人
と
。
シ
ァ
藷
ｌ
ロ
シ
ア
籍
教
育
の
歴
史
」
、
『
日
本
と
ロ
シ
ア
」
、
「
函
館
教
育
年表』などを参照してまとめたもの。
拙
稿
「
幕
末
ロ
シ
ア
画
注（町）の六八頁。
「
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術
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注（川）の六九頁。
注注同山
形〆、グー、
１２５１２５右敵
、ﾛゴ、､ノ･
阿部正巳「函館駐劉露国領事ゴスヶウヰッチ」（『歴史地理』第三十六巻第二号）。
醜留学事件」（外務省引継書類、銃叩×加師、厚さ２皿東京大学史料編纂所蔵）。
拙稿「幕末ロシア留学生市川文吉に関する一史料」（『社会労働研究』第三十九巻第四号）。
『長崎縣人物伝』（臨川書店、昭和四十八年九月）、七三四頁。
におなじ。
の一九六頁。
「養賢堂の沿革とその洋学の発達（二）（『仙蔓郷土研究』第十五巻第十号）。
長崎縣記」（外務省引継薔類之内一○五一）。
8０（71） 
18世紀のカムチャッカのアヴァチヤ湾と防舎（小要塞）
18世紀のカムチャッカのアヴァチヤ湾の図
誤騨學 ‐:議露2－
１８世紀のオホーツクの図
Ｓ．Ｐ．Kmsheninnikov： 
`T11ZeHKS/bがｑ／jnzmlscht｣６，J"ｄｌｈｅＫｕ河IShi化Jmds'（1764）より
(72）７９ 
日本洋学史
日本人漂流民らが暮らしたイルクーツクの町の全景。これは】879年（明治12）７月大火まえの図。
Ｉ＞ 
イルクーツクの総督官舎の図
黒田満陸「環遊日記」（明治20.11）より
イルクーツクの町の実写写真
John.Ｆ､Fraser:`TheRealSibUﾘﾏtz，(1902）より
均伊碑可ｴ､⑧｡｢【正CQ臣Z■U訂Ｍ､LqiPnng印
《イルクーツクの地図）
・BaedekrsR砿siq．（1914）より
7８（73） 
巳ウ左内の墓（杉並区・宗延寺）
［簸者撮影］
馬場佐十郎の墓（杉並区・宗延寺）
［筆者撮影］
J･ドゥ゛タシーチェフの「仏露辞典」（1798年）の見開き。
［宮城県立図瞥館蔵］
J・ドゥ・タシーチェフの「仏露・露仏辞典」（２巻）
［宮城県立図書館蔵］
(74）７７ 
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１８世紀の（カムチャッカ半島とその周辺の地図》
S.P.Ｋねsheninnikov:`mhcHiﾐﾉbぴ〃Km7MsdMlmα"。(ﾉiejrrmlS々ijSm"｡S、（1764）所収の
地図をもとに簸者が作図したもの
7６（75） 
